
「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 
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今年度の自治会長の皆様に撮影のご協力をいただきました（4/11） 

今回のピックアップ 
新年度予算 
特集 
議会改革に取り組んでいます！ 
一般質問 
ここが、聞きたい 

 
P 
 
P 
 
P

 
2～3 
 
9 
 
10～17

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
・・・・・・・・・・・・ 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

内 　 容  
 
 
 
 
規 格  
 
審 査  
発 表  
著 作 権  
 
 
応募方法 
 
 
 
そ の 他  
お問合せ 

応募者自身が岐南町内で撮影し
た未発表写真 
（町内行事や風景等） 
※著作権・肖像権の侵害等が生
じないものに限ります 
デジタルデータ・プリント写真
（カラー写真） 
議会広報特別委員会にて審査 
採用作品は議会だよりに掲載 
著作権は撮影者本人 
※掲載６ヶ月間は他媒体での発
表はご遠慮下さい 
Eメール・郵送・事務局に持参 
（氏名・住所・電話番号・撮影
年月日と場所・写真のコメント
等を明記のこと） 
採用者には、粗品を贈呈します 
岐南町議会事務局 
〒５０１-６１９７ 岐南町八剣７-１０７ 
蕁０５８-２４７-１６８２ 
Ｅ-ｍａｉｌ：ｇｉｋａｉ@ｔｏｗｎ.ｇｉｎａｎ.ｌｇ.ｊｐ 

委
員
長
　
　
後
藤
　
友
紀 

副
委
員
長
　
加
藤
　
雅
浩 

委
　
員
　
　
大
塚
　
雅
司 

委
　
員
　
　
伊
藤
　
勝
利 

委
　
員
　
　
木
下
美
津
子 

○
木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
事
務
 

組
合
議
会
定
例
会
 

○
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
 

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
評
議
員
会
 

○
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
運
営
協
議
会
 

○
羽
島
郡
広
域
連
合
議
会
定
例
会
 

○
議
会
運
営
委
員
会
 

○
全
員
協
議
会
 

○
地
域
農
業
再
生
協
議
会
通
常
総
会
 

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
 

  ○
第
１
回
議
会
定
例
会（
３
月
１
日
〜
２２
日
） 

○
岐
南
さ
く
ら
認
定
子
ど
も
園
 

け
や
き
の
杜
内
覧
会
 

○
岐
南
町
社
会
福
祉
大
会
 

○
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
 

○
総
務
常
任
委
員
会
 

○
民
生
建
設
常
任
委
員
会
 

○
予
算
特
別
委
員
会
 

○
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
 

○
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
議
会
定
例
会
 

○
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
 

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
 

臨
時
総
会
・
評
議
員
会
 

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
 

  ○
教
職
員
の
服
務
宣
誓
式
 

○
岐
阜
基
地
観
桜
会
 

○
消
防
団
入
団
式
 

○
文
化
協
会
総
会
 

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
 

第
3
4
号
 

令
和
元
年
6
月
1
日
 

発
行
／
岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町
議
会
 

編
集
／
議
会
だ
よ
り
広
報
特
別
委
員
会
 

印
刷
／
株
式
会
社
イ
ナ
バ
印
刷
社
 

〒
501-6197　

岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町
八
剣
7丁
目
107番

地
 

T
E
L（
058）247-1682・

F
A
X（
058）247-1362 

H
.P
 http://w

w
w
.tow
n.ginan.lg.jp/

月 

2
 月 

2
 月 

3
 月 

3
 

月 

4
 月 

4
 

表紙の題字 

「　　」は 
北小学校6年 

岡田 紗良 さんの 
作品です 

今回表紙に使用しました 

新元号「令和」は 
渡邉 憲司 議長に 
筆をふるっていただきま
した！ 
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新元号制定！ 新元号制定！ 

新しい体制がスタートしました！！ 新しい体制がスタートしました！！ 

おか だ ら さ 

ねぎっちょとねぎっちょフレンズの黒柳さん 
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令和元年度の一般会計予算は76億5,900万円となりました。前年度と比較して、
1億7,000万円、2.3%の増になります。 
少子高齢化の進展に伴う医療、介護、福祉など社会保障に係る義務的経費が増
加し続けており、財政を圧迫する中、事業の必要性や優先度、事業体効果など
徹底的に検証し、選択と集中を進め将来に希望をもてるまちづくりを目指します。 

新年度 
予算 
新年度 
予算 

まちづくりを目指して!将来に希望のもてる まちづくりを目指して!将来に希望のもてる 

一般会計歳出予算額 
　　76億5,900万円 

対前年度比 
【2.3%増】 

認定こども園運営補助事業 

保育士確保支援事業 

保育体制強化補助事業 

3歳児健診視覚検査事業 

子ども食堂運営支援事業 

英語検定料助成事業 

西小学校屋内運動場屋根改修事業 

岐南中学校防音事業（空調整備） 

町民グラウンド整備事業（実施設計） 

公共施設予約システム更新事業 

プレミアム付商品券発行事業 

運転免許証自主返納支援事業 

岐南町親善大使事業 

ホームページリニューアル事業 

防犯カメラ設置事業 

犯罪被害者等見舞金支給事業 

都市農業振興計画策定事業 

事業系可燃ごみ処理手数料有料化事業 

蛇池公園整備事業 

岐南駅北踏切拡幅事業 

総合調理センター北広場整備事業 

岐南中学校北側遊歩道整備事業 

子
育
て 

教
　
　
育 

福
祉 
広
報 

防
犯 

経
済 

環
境 

イ
ン
フ
ラ 

認定こども園運営補助事業 

令和元年度より、町内3保育所
が認定こども園へ移行します。
認定こども園に移行することで、
地域の子育て支援活動や保護者
等からの育児相談の場の提供、
職員の幼稚園教諭免許の所持が
必須となるなど、今まで以上の
運営を行うことになり、その支
援をし、円滑な運営に繋げます。 

公共施設予約システム更新事業 

文化施設や体育施設の予約・管
理業務について、新しいシステ
ムを導入することで、住民サー
ビスの質を維持し、事業経費の
圧縮・事務の効率化を実現しま
す。 
新システムは令和元年7月から
になります。 

運転免許所自主返納支援事業 

運転免許証を自主返納された方
に対し、コミニティタクシーの
無料乗車証（有効期間は2年間）
を交付します。 
対象者は65歳以上あるいは65
歳未満で傷病等により、運転免
許証を返納された方です。 

ボランティアセンター運営事業 

特別会計の主な新規事業 

地域のボランティアの支援・育
成の部分に重点を置き、積極的
に活動をしやすくするためにボ
ランティアセンターとボランテ
ィアコーディネーターを設置し、
活動の拠点とします。 

中学生フッ化物洗口事業 

中学校では、無処置歯数が大変
高く、早期に喪失歯になる可能
性が高いことから、中学校でも
フッ素洗口を行うことで、小中
9年間継続して虫歯予防するこ
とができます。 

岐南駅北踏切拡幅事業 

現在、岐南駅北の踏切内に歩道
がないため、歩行者や自転車が
安心して通行できるよう道路と
踏切を拡幅し、歩道を整備しま
す。 
平成30年度 用地測量・物件調査 
令和元年度 用地買収等 

歩道整備工事 
令和 2年度 名鉄踏切改良工事 

一般会計 

国民健康保険 

介護保険 

後期高齢者医療 

下水道事業 

羽島郡二町教育委員会 

総計 

7,659,000 

2,475,152 

1,827,354 

474,752 

713,318 

173,594 

13,323,170

特
別
会
計 

（単位：千円） 会計別予算額 

基金（貯金） 

起債（借金） 普通債その他 

臨時財政対策債 

3,196 

5,297 

2,721 

2,576
内
訳 

（単位：百万円） 一般会計平成30年度末見込み残高 

令和元年度の 主な新規事業 

今回の ピックアップ 

※　新元号の施行により、年度表記を“令和元年度”に統一
しました。 
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3月定例会では こんなことが決まりました 
第1回（3月）定例会議会に提出された案件は22件です。 

議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。 

可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 

付託委員会欄の「総」は総務常任委員会、 
　　　　　　　「民」は民生建設常任委員会、 
　　　　　　　「予」は予算特別委員会への付託を表します。 

●総  

●総  

●民  

●民  

●民  

●総  

●予  

●予  

●予  

●予  

●予  

●予  

●予  

議案第 1 号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 
　災害弔慰金の支給等に関する法律等の一部改正に伴い、災害援護資金の貸し付けに関する制度
が改正されました。 

議案第 2 号　岐南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 
　人事院規則の改正に伴い、超過勤務命令を行うことができる上限を定めるなどの改正を行いました。 

議案第 3 号　岐南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 
　岐阜県の指導監査における指摘事項を是正するため、期末・勤勉手当の基礎額について改正を行
いました。 

議案第 4 号　厚八運動場設置条例の一部を改正する条例について 
　厚八運動場の使用料及び使用時間を、岐阜市との管理運営に関する協定書に基づき改正しました。 

議案第 5 号　岐南町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 
　国民健康保険税の税率等の一部改正を行い、医療給付費分、後期高齢者支援金等分及び介護納
付金分の税率改正を行いました。 

議案第 6 号　岐南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について 

　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令等の一部改正に伴
い、放課後児童支援員の資格要件の拡大を行いました。 

議案第 7 号　岐南町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者
の資格基準に関する条例の一部を改正する条例について 

　学校教育法の一部改正に伴い、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件の拡大を行いま
した。 

議案第 8 号　岐南町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 

　地域防災力の向上を図るため分限条項ついて改正を行い、岐南町消防団員が岐南町外に転出し
た場合でも、本人が希望し、団長が特に必要と認める場合、継続して任用できるようになりました。 

議案第 9 号　平成30年度岐南町一般会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ85万円を減額し、78億10万3千円としました。 
　歳出の主な内容は、国民健康保険特別会計への繰出金1547万3千円の減額、介護保険特別会計
への繰出金584万5千円、新所平島線地元負担金として1078万3千円、下水道事業特別会計への
繰出金2265万2千円等の増額、各事業の精査などによる減額となります。 

議案第10号　平成30年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ2億1020万3千円を増額し、26億6885万6千円としました。 
　歳出の内容は、保険給付費6789万円、基金積立金1億4675万3千円の増額、保健事業費444
万円の減額となります。 

議案第11号　平成30年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ146万2千円を減額し、17億7,814万1千円としました。 
　歳出の内容は保険給付費783万4千円の増額、地域支援事業費927万9千円の減額となります。 

議案第12号　平成30年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ432万円を減額し、4億8397万5千円としました。 
　歳出の内容は後期高齢者医療広域連合納付金342万、保健事業費90万円の減額となります。  

議案第13号　平成30年度岐南町下水道事業特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ920万4千円を減額し、8億4051万9千円としました。 
　主な歳出の内容は地方公営企業法適用移行業務委託料145万8千円、木曽川右岸流域下水道事
業維持管理負担金673万3千円の減額等になります。 

議案第14号　平成31年度岐南町一般会計予算について 
　予算総額は、76億5900万円で前年度当初予算と比較すると、2.3%の増額となります。 

議案第15号　平成31年度岐南町国民健康保険特別会計予算について 
　予算総額は、24億7515万2千円で前年度当初予算と比較すると、2.0%の増額となります。 

議案第16号　平成31年度岐南町介護保険特別会計予算について 
　予算総額は、18億2735万4千円で前年度当初予算と比較すると、5.9%の増額となります。 

議案第17号　平成31年度岐南町後期高齢者医療特別会計予算について 
　予算総額は、4億7475万2千円で前年度当初予算と比較すると、0.2%の増額となります。 

議案第18号　平成31年度岐南町下水道事業特別会計予算について 
　予算総額は、7億1331万8千円で前年度当初予算と比較すると、15.4%の減少となります。 

議案第19号　平成31年度羽島郡二町教育委員会特別会計予算について 
　予算総額は、1億7359万4千円で前年度当初予算と比較すると、1.6%の増額となります。 

議案第20号　平成31年度岐南町水道事業会計予算について 
　収益的収入及び支出の予定額は、水道事業収益3億1399万8千円、対する水道事業費用は2億
5984万3千円になります。資本的収入及び支出の予定額は、資本的収入として4225万9千円、対
する資本的支出は1億8597万7千円等になります。 

選第 1 号　岐南町選挙管理委員会委員の選挙について 
　岐南町選挙管理委員会委員に 三宅 一 氏、赤塚邦芳 氏、加藤和夫 氏、伏見信孝 氏が当選しまし
た。 

選第 2 号　岐南町選挙管理委員会補充員の選挙について 
　岐南町選挙管理委員会補充員に 水野義隆 氏、三宅和豊 氏、堀江京子 氏、水　八代衣 氏が当選
しました。 
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3月定例会では こんなことが決まりました 
第1回（3月）定例会議会に提出された案件は22件です。 

議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。 

可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 

付託委員会欄の「総」は総務常任委員会、 
　　　　　　　「民」は民生建設常任委員会、 
　　　　　　　「予」は予算特別委員会への付託を表します。 

●総  

●総  

●民  
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●予  
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議案第 1 号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 
　災害弔慰金の支給等に関する法律等の一部改正に伴い、災害援護資金の貸し付けに関する制度
が改正されました。 

議案第 2 号　岐南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 
　人事院規則の改正に伴い、超過勤務命令を行うことができる上限を定めるなどの改正を行いました。 

議案第 3 号　岐南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 
　岐阜県の指導監査における指摘事項を是正するため、期末・勤勉手当の基礎額について改正を行
いました。 

議案第 4 号　厚八運動場設置条例の一部を改正する条例について 
　厚八運動場の使用料及び使用時間を、岐阜市との管理運営に関する協定書に基づき改正しました。 

議案第 5 号　岐南町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 
　国民健康保険税の税率等の一部改正を行い、医療給付費分、後期高齢者支援金等分及び介護納
付金分の税率改正を行いました。 

議案第 6 号　岐南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について 

　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令等の一部改正に伴
い、放課後児童支援員の資格要件の拡大を行いました。 

議案第 7 号　岐南町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者
の資格基準に関する条例の一部を改正する条例について 

　学校教育法の一部改正に伴い、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件の拡大を行いま
した。 

議案第 8 号　岐南町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 

　地域防災力の向上を図るため分限条項ついて改正を行い、岐南町消防団員が岐南町外に転出し
た場合でも、本人が希望し、団長が特に必要と認める場合、継続して任用できるようになりました。 

議案第 9 号　平成30年度岐南町一般会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ85万円を減額し、78億10万3千円としました。 
　歳出の主な内容は、国民健康保険特別会計への繰出金1547万3千円の減額、介護保険特別会計
への繰出金584万5千円、新所平島線地元負担金として1078万3千円、下水道事業特別会計への
繰出金2265万2千円等の増額、各事業の精査などによる減額となります。 

議案第10号　平成30年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ2億1020万3千円を増額し、26億6885万6千円としました。 
　歳出の内容は、保険給付費6789万円、基金積立金1億4675万3千円の増額、保健事業費444
万円の減額となります。 

議案第11号　平成30年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ146万2千円を減額し、17億7,814万1千円としました。 
　歳出の内容は保険給付費783万4千円の増額、地域支援事業費927万9千円の減額となります。 

議案第12号　平成30年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ432万円を減額し、4億8397万5千円としました。 
　歳出の内容は後期高齢者医療広域連合納付金342万、保健事業費90万円の減額となります。  

議案第13号　平成30年度岐南町下水道事業特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ920万4千円を減額し、8億4051万9千円としました。 
　主な歳出の内容は地方公営企業法適用移行業務委託料145万8千円、木曽川右岸流域下水道事
業維持管理負担金673万3千円の減額等になります。 

議案第14号　平成31年度岐南町一般会計予算について 
　予算総額は、76億5900万円で前年度当初予算と比較すると、2.3%の増額となります。 

議案第15号　平成31年度岐南町国民健康保険特別会計予算について 
　予算総額は、24億7515万2千円で前年度当初予算と比較すると、2.0%の増額となります。 

議案第16号　平成31年度岐南町介護保険特別会計予算について 
　予算総額は、18億2735万4千円で前年度当初予算と比較すると、5.9%の増額となります。 

議案第17号　平成31年度岐南町後期高齢者医療特別会計予算について 
　予算総額は、4億7475万2千円で前年度当初予算と比較すると、0.2%の増額となります。 

議案第18号　平成31年度岐南町下水道事業特別会計予算について 
　予算総額は、7億1331万8千円で前年度当初予算と比較すると、15.4%の減少となります。 

議案第19号　平成31年度羽島郡二町教育委員会特別会計予算について 
　予算総額は、1億7359万4千円で前年度当初予算と比較すると、1.6%の増額となります。 

議案第20号　平成31年度岐南町水道事業会計予算について 
　収益的収入及び支出の予定額は、水道事業収益3億1399万8千円、対する水道事業費用は2億
5984万3千円になります。資本的収入及び支出の予定額は、資本的収入として4225万9千円、対
する資本的支出は1億8597万7千円等になります。 

選第 1 号　岐南町選挙管理委員会委員の選挙について 
　岐南町選挙管理委員会委員に 三宅 一 氏、赤塚邦芳 氏、加藤和夫 氏、伏見信孝 氏が当選しまし
た。 

選第 2 号　岐南町選挙管理委員会補充員の選挙について 
　岐南町選挙管理委員会補充員に 水野義隆 氏、三宅和豊 氏、堀江京子 氏、水　八代衣 氏が当選
しました。 
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総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案3件 

民生建設常任委員会の報告 民生建設常任委員会の報告 
付託案件：議案3件 

綰保証人について条件はあるのか。 
綏国の法においても条件は無いことから、町の条例・
規則においても条件は付しておりません。 
 
綰貸付を受けた方が亡くなった場合はどうなるのか。 
綏借受人が死亡した場合は、施行規則第１５条の中で
償還の免除をします。 
 
綰保証人の代わりに土地等を担保に借り受けできな
いか。 
綏貸付が公金となることから、保証人を立てていた
だきますが、土地等を担保にしての貸付は考えてい
ません。 
 
綰改正後の返済負担の軽減はどのように考慮されて
いるのか 
綏国の法改正で利率は年３％以内とありますが、町で
は１％としたことや、償還方法に関しても年賦償還の
みであったものを、半年賦償還及び月賦償還を加え
ました。 
 
綰近隣市町の改正状況はどのようか。 
綏近隣市町では、保証人を立てる場合は無利子、立
てない場合利率１．５％の町や、利率は３％の市があります。 
 
綰他市町ではパブリックコメントを実施した例もあ
るが、考慮されたか。 
綏国の行政手続き法の中で、今回のケースは適用除
外項目に該当したため、パブリックコメントは実施
しない判断をしました。 
 
綰この制度は国の災害支援金などと併用できるのか。 
綏国及び民間の災害保険との併用でも、この制度は
利用できます。 
 

綰厚八運動場とそれ以外の施設も含め、利用時間区
分の2時間を1時間にする考えはないか。 
綏利用時間区分は２時間としているが、今後、利用者
の利便性なども検証して時間区分を検討していきます。 
 
綰改正に伴い利用者へどのように周知するのか。 
綏広報誌、ホームページを通じて周知するとともに、
体育協会及び登録してある団体へも周知します。 
 
綰10月の消費税改定に伴い、他の町内施設もあわせ
て6月議会でまとめたほうがよいのでは。 
綏岐阜市との共用施設であることから、岐阜市と同
調する必要がありました。他の町内施設については
６月議会で上程する予定です。 
 

綰消防団員の確保に伴う改正だが、新規団員の獲得
についての取り組みは。 
綏各自治会に団員推薦をお願いしていることから、
町としての取り組みは難しいですが、消防団員自ら
が自治会長と共に勧誘に出向き、加入促進に努力し
ています。 
 
綰自治会に加入していない方の中に団員になっても
いいという方がいるのでは。 
綏団員確保の課題については、消防団幹部会でも取
り上げ検討していきます。 
 
綰改正が必要とされた事例は把握しているか。 
綏以前にも年度途中で転出により退団事例があり、
消防団幹部と協議し今回の改正に至りました。 
 
綰対象になる団員の人数制限はあるのか。 
綏自治会からの推薦が第一で、団員確保の観点から
人数制限は設けていません。 
 

綰被保険者の中で、特にどういった方に負担がかか
るのか。 
綏低所得者には、軽減を実施する予定となっている
ためそれ程影響はないと考えています。高所得者は
限度額の引き上げが行われるため一定の影響は見込
まれますが、一番影響を受けるのは中間層ではない
かと考えられます。 
 
綰今の税率で据え置いた場合、不足は生じるため税
額を上げるという説明であった。補正予算で計上さ
れた基金があれば引き上げるが必要が無かったので
はと捉えられ、納税者の理解を得がたいのではないか。 
綏余裕があって積み立てる訳ではなく、単年度収支
としては約１５００万円の赤字を見込んでいます。また、
補正予算で計上した金額を全額積み立てる予定はし
ていません。平成３０年度からの現国民健康保険制度
の安定した運営のためには、不測の事態に備えた基
金は必要であるため、今回の税率改正をお願いする
ところです。 
 
綰県に移行することによって、町の国保税は低くな
る想定をしていたはずだが、今回引き上げに至った
のはどういった部分が影響しているのか。 
綏県への前期高齢者交付金が大幅に減ったことが要
因です。 
 
綰後期高齢者支援金引き上げにあたり、後期高齢者
の健康保持や適正な医療についてどのような対策を
講じるのか。 
綏特定検診の受診率向上のため、コールセンターに
よる受診勧奨や医師会の協力により受診率の向上を
図り、給付の抑制を目指します。 
 

綰町は学童保育を校庭の外で行っているが、笠松町
は校庭の中で行っている。将来的に敷地の中で行う
考えはないのか。 
綏国からも校庭内、学校敷地内で行うのが望ましい
とされているため、課題は多いのですが検討してい
きたいです。 
 
綰3箇所で行っている学童保育の支援員は、充足して
いるのか不足しているのか現状はどうなのか。 
綏現状の支援員の人数は各校区で配置を決めていま
すが、教員等の資格を持つ方は２０名程度います。そ
の中で、常時働くことが出来る方、夏休みだけの方
がいますので、２０名全てが常時働ける訳ではありま
せん。その中で県の講習を受けられた方が２８年度か
ら３ヵ年で１１名います。この人数で充足しているとは
考えていませんので、県に受講人数枠の拡大の要請
をするとともにできるだけ多くの方を支援員の対象
にしていきたいと考えています。 
 

綰災害発生時に直ちに復旧できる態勢が整っている
のか。 
綏災害を経験していないため、混乱が予想されます。
現在、口径の大きい水道管については耐震化工事を
積極的に進め、早期の完了を目指しています。また、
口径の小さい管については、日々の漏水の対応など
の経験を生かし早期復旧を目指します。 
 
綰布設工事監督者とは何をするのか。技術者が役場
には3人いるとのことだが公共の布設工事に人数の基
準はあるのか。 
綏本管の更新、新設工事等の発注にあたり、設計ど
おり現場が出来上がっているか、性能が発揮できるか、
監督を行います。また、布設工事監督者は水道課に３名、
建設部に４名の計７名在籍しているほか、水道技術管
理者は法律で１名おく必要があるため、水道課職員１名
を管理者として保健所に報告してあります。 

議案第1号 
災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する
条例について 

議案第4号 
厚八運動場設置条例の一部を改正する条例につい
て 

議案第8号 
岐南町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関
する条例の一部を改正する条例について 

議案第5号 
岐南町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
について 

議案第7号 
岐南町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資
格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する
条例の一部を改正する条例について 

議案第6号 
岐南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて 

ぎなん議会だより　第34号 6ぎなん議会だより　第34号 7



総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案3件 

民生建設常任委員会の報告 民生建設常任委員会の報告 
付託案件：議案3件 

綰保証人について条件はあるのか。 
綏国の法においても条件は無いことから、町の条例・
規則においても条件は付しておりません。 
 
綰貸付を受けた方が亡くなった場合はどうなるのか。 
綏借受人が死亡した場合は、施行規則第１５条の中で
償還の免除をします。 
 
綰保証人の代わりに土地等を担保に借り受けできな
いか。 
綏貸付が公金となることから、保証人を立てていた
だきますが、土地等を担保にしての貸付は考えてい
ません。 
 
綰改正後の返済負担の軽減はどのように考慮されて
いるのか 
綏国の法改正で利率は年３％以内とありますが、町で
は１％としたことや、償還方法に関しても年賦償還の
みであったものを、半年賦償還及び月賦償還を加え
ました。 
 
綰近隣市町の改正状況はどのようか。 
綏近隣市町では、保証人を立てる場合は無利子、立
てない場合利率１．５％の町や、利率は３％の市があります。 
 
綰他市町ではパブリックコメントを実施した例もあ
るが、考慮されたか。 
綏国の行政手続き法の中で、今回のケースは適用除
外項目に該当したため、パブリックコメントは実施
しない判断をしました。 
 
綰この制度は国の災害支援金などと併用できるのか。 
綏国及び民間の災害保険との併用でも、この制度は
利用できます。 
 

綰厚八運動場とそれ以外の施設も含め、利用時間区
分の2時間を1時間にする考えはないか。 
綏利用時間区分は２時間としているが、今後、利用者
の利便性なども検証して時間区分を検討していきます。 
 
綰改正に伴い利用者へどのように周知するのか。 
綏広報誌、ホームページを通じて周知するとともに、
体育協会及び登録してある団体へも周知します。 
 
綰10月の消費税改定に伴い、他の町内施設もあわせ
て6月議会でまとめたほうがよいのでは。 
綏岐阜市との共用施設であることから、岐阜市と同
調する必要がありました。他の町内施設については
６月議会で上程する予定です。 
 

綰消防団員の確保に伴う改正だが、新規団員の獲得
についての取り組みは。 
綏各自治会に団員推薦をお願いしていることから、
町としての取り組みは難しいですが、消防団員自ら
が自治会長と共に勧誘に出向き、加入促進に努力し
ています。 
 
綰自治会に加入していない方の中に団員になっても
いいという方がいるのでは。 
綏団員確保の課題については、消防団幹部会でも取
り上げ検討していきます。 
 
綰改正が必要とされた事例は把握しているか。 
綏以前にも年度途中で転出により退団事例があり、
消防団幹部と協議し今回の改正に至りました。 
 
綰対象になる団員の人数制限はあるのか。 
綏自治会からの推薦が第一で、団員確保の観点から
人数制限は設けていません。 
 

綰被保険者の中で、特にどういった方に負担がかか
るのか。 
綏低所得者には、軽減を実施する予定となっている
ためそれ程影響はないと考えています。高所得者は
限度額の引き上げが行われるため一定の影響は見込
まれますが、一番影響を受けるのは中間層ではない
かと考えられます。 
 
綰今の税率で据え置いた場合、不足は生じるため税
額を上げるという説明であった。補正予算で計上さ
れた基金があれば引き上げるが必要が無かったので
はと捉えられ、納税者の理解を得がたいのではないか。 
綏余裕があって積み立てる訳ではなく、単年度収支
としては約１５００万円の赤字を見込んでいます。また、
補正予算で計上した金額を全額積み立てる予定はし
ていません。平成３０年度からの現国民健康保険制度
の安定した運営のためには、不測の事態に備えた基
金は必要であるため、今回の税率改正をお願いする
ところです。 
 
綰県に移行することによって、町の国保税は低くな
る想定をしていたはずだが、今回引き上げに至った
のはどういった部分が影響しているのか。 
綏県への前期高齢者交付金が大幅に減ったことが要
因です。 
 
綰後期高齢者支援金引き上げにあたり、後期高齢者
の健康保持や適正な医療についてどのような対策を
講じるのか。 
綏特定検診の受診率向上のため、コールセンターに
よる受診勧奨や医師会の協力により受診率の向上を
図り、給付の抑制を目指します。 
 

綰町は学童保育を校庭の外で行っているが、笠松町
は校庭の中で行っている。将来的に敷地の中で行う
考えはないのか。 
綏国からも校庭内、学校敷地内で行うのが望ましい
とされているため、課題は多いのですが検討してい
きたいです。 
 
綰3箇所で行っている学童保育の支援員は、充足して
いるのか不足しているのか現状はどうなのか。 
綏現状の支援員の人数は各校区で配置を決めていま
すが、教員等の資格を持つ方は２０名程度います。そ
の中で、常時働くことが出来る方、夏休みだけの方
がいますので、２０名全てが常時働ける訳ではありま
せん。その中で県の講習を受けられた方が２８年度か
ら３ヵ年で１１名います。この人数で充足しているとは
考えていませんので、県に受講人数枠の拡大の要請
をするとともにできるだけ多くの方を支援員の対象
にしていきたいと考えています。 
 

綰災害発生時に直ちに復旧できる態勢が整っている
のか。 
綏災害を経験していないため、混乱が予想されます。
現在、口径の大きい水道管については耐震化工事を
積極的に進め、早期の完了を目指しています。また、
口径の小さい管については、日々の漏水の対応など
の経験を生かし早期復旧を目指します。 
 
綰布設工事監督者とは何をするのか。技術者が役場
には3人いるとのことだが公共の布設工事に人数の基
準はあるのか。 
綏本管の更新、新設工事等の発注にあたり、設計ど
おり現場が出来上がっているか、性能が発揮できるか、
監督を行います。また、布設工事監督者は水道課に３名、
建設部に４名の計７名在籍しているほか、水道技術管
理者は法律で１名おく必要があるため、水道課職員１名
を管理者として保健所に報告してあります。 

議案第1号 
災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する
条例について 

議案第4号 
厚八運動場設置条例の一部を改正する条例につい
て 

議案第8号 
岐南町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関
する条例の一部を改正する条例について 

議案第5号 
岐南町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
について 

議案第7号 
岐南町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資
格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する
条例の一部を改正する条例について 

議案第6号 
岐南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて 

ぎなん議会だより　第34号 6ぎなん議会だより　第34号 7



予算特別委員会の報告 予算特別委員会の報告 
付託案件：議案7件 

綰全体的に歳入が伸びている中で財政的に厳しい要
因は何か。 
綏物件費と補助費等の増加が著しいが、主な要因と
して、競馬場馬ふん埋立て処理委託費、町民グラン
ド設計業務委託料等で増加額の５２％を占めています。 
 
綰防犯カメラ設置事業で設置場所は。 
綏具体的な場所は決定していませんが、岐阜羽島警
察署とも協議して設置場所を決めていきます。 
 
綰犯罪被害者等見舞金支給事業で被害者遺族の定義は。 
綏町内在住で、配偶者、生計を共にしていた子、親
等です。 
 
綰岐南町親善大使事業でその目的及び人選は。 
綏岐南町出身の著名人の方による町の魅力のＰＲが目
的です。人選については、県民栄誉賞のソプラノ歌
手の國光ともこさん、キャラクターフード協会代表
の大島愛子さんを予定しています。 
 
綰旧ごみ焼却処理施設の解体スケジュールと費用は。 
綏解体業者が決まり、今年から平成３２年までかけて
解体する計画で、解体費用は約１０億円です。 
 
綰中学校敷地の取得の検討はその後どうなったのか。 
綏多くの地権者に買収協力を得て、事業計画書を提
出できるよう、税務署と協議しながら買収交渉を進
めています。 
 
綰運転免許証自主返納支援事業、無料乗車証の有効
期間2年間は短くないか。 
綏２年間実施し、その後の評価により継続を含め検
討したいです。 
 
綰社会福祉協議会の今後の位置づけと活動は。 
綏地域福祉の実働部隊として活動してもらい、方針
は町で決めるという棲み分けをしたいと考えています。 
 
綰防犯灯について、移設での対応から新設対応への
経緯は。 
綏大きく環境が変化した場所もあることから、新設
も必要と判断しました。 

 

綰国民健康保険税、滞納が依然として多いが、収納
率向上に向けどういった対策をしているのか。 
綏悪質滞納者に引き続き差押を行っています。ここ
数年、収納率は僅かでありますが、上昇傾向が続い
ています。 
 

綰町の要支援1、2に対する補助制度の効果は。 
綏女性の効果は、まだ目に見える形では表れてきて
いませんが、５年、１０年といったスパンで効果が見え
てくると考えます。 
 

綰下水道使用料は現在の金額で適正と考えているか。 
綏下水道使用料は周辺に比べてかなり安い金額です。
料金で経営が成り立つ仕組みを確立するには現在の
料金では難しいと考えています。 
 

綰中学校部活動社会人指導者、指導員謝礼の状況は。 
綏今年度から部活動の指導者の方に実績に基づいて
謝礼を出しています。指導員は学校の先生と同じ資
格を持ち、国から３分の１の補助があります。 
 

綰岐南町水道事業、有収率は改善しているのか。 
綏有収率は７９％前後となっており、昨年に比べ数パー
セント改善しています。 
 

議会改革に取り組んでいます！ 議会改革に取り組んでいます！ 議会改革に取り組んでいます！ 

　議会ではこれまで、平成22年に議会制度改革検討会を立ち上げ、議会活性化の取り組みや議会だ
よりを発行するなど、町民の求める議会に近づくために議論を進めてきました。 
　今任期中も議会改革に向けた議論を継続していますが、ここからさらに改革を加速し、議会の制
度や運営、情報公開、住民との対話など、議論の活性化や住民と議会の距離を縮めるための取り組
みについて検討を始めようとしています。 
　それぞれの議員がどんな思いで議会改革に取り組むのか、その声を皆さんにお届けします。 

平成から令和に年号も変
わり、議会も、今の時代
に即した改革が必要だと
思い、新たな検討を重ね
ていきたいと考えており
ます。 

議
会
改
革
、加
速
!!
 

議
会
改
革
、加
速
!!
 

渡邉 憲司 議長 

住民要望の多様化に伴い、
現状と問題点を正確に把
握し、責任ある行動で解
決の方法を図ります。 

小島 英雄 議員 

議会改革も一つは議会運
営に関する改革、一つは
住民の代表組織としての
改革、今後説明責任の果
たし方を検討します。 

木下 美津子 議員 

我が町は議員のなり手が
無く無投票が続いていま
す。議員の魅力と働きな
どをお知らせする努力が
全く足りないと考えてい
ます。 

櫻井 明 議員 

町民の思いを予算や条例
などに、より多く反映で
きる議会にしたい。 

これからの時代に在った
コミュニティを構築する
ために、現実的かつ最善
の対策を考え続ける開か
れた議会を目指します。 

町民の皆さんと、身近で
共に歩むことができる、
議会改革を目指します。 

議会本来の役割である意
思決定機関として、非効
率でも議論の質と量を向
上させる取り組みを実現
していきたい。 

皆様が安全・安心に暮ら
せる岐南町にするため、
「開かれた議会」を目指
して議会改革に邁進して
参ります。 

議会の役割を強化し、議
論できる議会を目指した
いです。情報を「伝え
る」から「伝わる」へ。
対話力の向上を図りたい
です。 

松  浩二 議員 

大塚 雅司 副議長 

伊藤 勝利 議員 

加藤 雅浩 議員 

黒瀨 泰孝 議員 

後藤 友紀 議員 

議案第14号 
平成31年度岐南町一般会計予算について 

議案第15号 
平成31年度岐南町国民健康保険特別会計予算につ
いて 

議案第16号 
平成31年度岐南町介護保険特別会計予算について 

議案第18号 
平成31年度岐南町下水道事業特別会計予算につい
て 

議案第20号 
平成31年度岐南町水道事業会計予算について 

議案第19号 
平成31年度岐南町下水道事業特別会計予算につい
て 

ぎなん議会だより　第34号 8ぎなん議会だより　第34号 9



予算特別委員会の報告 予算特別委員会の報告 
付託案件：議案7件 

綰全体的に歳入が伸びている中で財政的に厳しい要
因は何か。 
綏物件費と補助費等の増加が著しいが、主な要因と
して、競馬場馬ふん埋立て処理委託費、町民グラン
ド設計業務委託料等で増加額の５２％を占めています。 
 
綰防犯カメラ設置事業で設置場所は。 
綏具体的な場所は決定していませんが、岐阜羽島警
察署とも協議して設置場所を決めていきます。 
 
綰犯罪被害者等見舞金支給事業で被害者遺族の定義は。 
綏町内在住で、配偶者、生計を共にしていた子、親
等です。 
 
綰岐南町親善大使事業でその目的及び人選は。 
綏岐南町出身の著名人の方による町の魅力のＰＲが目
的です。人選については、県民栄誉賞のソプラノ歌
手の國光ともこさん、キャラクターフード協会代表
の大島愛子さんを予定しています。 
 
綰旧ごみ焼却処理施設の解体スケジュールと費用は。 
綏解体業者が決まり、今年から平成３２年までかけて
解体する計画で、解体費用は約１０億円です。 
 
綰中学校敷地の取得の検討はその後どうなったのか。 
綏多くの地権者に買収協力を得て、事業計画書を提
出できるよう、税務署と協議しながら買収交渉を進
めています。 
 
綰運転免許証自主返納支援事業、無料乗車証の有効
期間2年間は短くないか。 
綏２年間実施し、その後の評価により継続を含め検
討したいです。 
 
綰社会福祉協議会の今後の位置づけと活動は。 
綏地域福祉の実働部隊として活動してもらい、方針
は町で決めるという棲み分けをしたいと考えています。 
 
綰防犯灯について、移設での対応から新設対応への
経緯は。 
綏大きく環境が変化した場所もあることから、新設
も必要と判断しました。 

 

綰国民健康保険税、滞納が依然として多いが、収納
率向上に向けどういった対策をしているのか。 
綏悪質滞納者に引き続き差押を行っています。ここ
数年、収納率は僅かでありますが、上昇傾向が続い
ています。 
 

綰町の要支援1、2に対する補助制度の効果は。 
綏女性の効果は、まだ目に見える形では表れてきて
いませんが、５年、１０年といったスパンで効果が見え
てくると考えます。 
 

綰下水道使用料は現在の金額で適正と考えているか。 
綏下水道使用料は周辺に比べてかなり安い金額です。
料金で経営が成り立つ仕組みを確立するには現在の
料金では難しいと考えています。 
 

綰中学校部活動社会人指導者、指導員謝礼の状況は。 
綏今年度から部活動の指導者の方に実績に基づいて
謝礼を出しています。指導員は学校の先生と同じ資
格を持ち、国から３分の１の補助があります。 
 

綰岐南町水道事業、有収率は改善しているのか。 
綏有収率は７９％前後となっており、昨年に比べ数パー
セント改善しています。 
 

議会改革に取り組んでいます！ 議会改革に取り組んでいます！ 議会改革に取り組んでいます！ 

　議会ではこれまで、平成22年に議会制度改革検討会を立ち上げ、議会活性化の取り組みや議会だ
よりを発行するなど、町民の求める議会に近づくために議論を進めてきました。 
　今任期中も議会改革に向けた議論を継続していますが、ここからさらに改革を加速し、議会の制
度や運営、情報公開、住民との対話など、議論の活性化や住民と議会の距離を縮めるための取り組
みについて検討を始めようとしています。 
　それぞれの議員がどんな思いで議会改革に取り組むのか、その声を皆さんにお届けします。 

平成から令和に年号も変
わり、議会も、今の時代
に即した改革が必要だと
思い、新たな検討を重ね
ていきたいと考えており
ます。 

議
会
改
革
、加
速
!!
 

議
会
改
革
、加
速
!!
 

渡邉 憲司 議長 

住民要望の多様化に伴い、
現状と問題点を正確に把
握し、責任ある行動で解
決の方法を図ります。 

小島 英雄 議員 

議会改革も一つは議会運
営に関する改革、一つは
住民の代表組織としての
改革、今後説明責任の果
たし方を検討します。 

木下 美津子 議員 

我が町は議員のなり手が
無く無投票が続いていま
す。議員の魅力と働きな
どをお知らせする努力が
全く足りないと考えてい
ます。 

櫻井 明 議員 

町民の思いを予算や条例
などに、より多く反映で
きる議会にしたい。 

これからの時代に在った
コミュニティを構築する
ために、現実的かつ最善
の対策を考え続ける開か
れた議会を目指します。 

町民の皆さんと、身近で
共に歩むことができる、
議会改革を目指します。 

議会本来の役割である意
思決定機関として、非効
率でも議論の質と量を向
上させる取り組みを実現
していきたい。 

皆様が安全・安心に暮ら
せる岐南町にするため、
「開かれた議会」を目指
して議会改革に邁進して
参ります。 

議会の役割を強化し、議
論できる議会を目指した
いです。情報を「伝え
る」から「伝わる」へ。
対話力の向上を図りたい
です。 

松  浩二 議員 

大塚 雅司 副議長 

伊藤 勝利 議員 

加藤 雅浩 議員 

黒瀨 泰孝 議員 

後藤 友紀 議員 

議案第14号 
平成31年度岐南町一般会計予算について 

議案第15号 
平成31年度岐南町国民健康保険特別会計予算につ
いて 

議案第16号 
平成31年度岐南町介護保険特別会計予算について 

議案第18号 
平成31年度岐南町下水道事業特別会計予算につい
て 

議案第20号 
平成31年度岐南町水道事業会計予算について 

議案第19号 
平成31年度岐南町下水道事業特別会計予算につい
て 
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松　 浩二 議員 

（
総
務
部
長
）
敬
老
会
や
防
災
訓
練

は
町
主
催
事
業
で
し
た
が
平
成
２３

年
度
に
地
域
が
自
ら
考
え
自
ら
行
う
こ

と
で
地
域
の
絆
の
醸
成
を
図
る
目
的
で

町
税
の
１
％
の
範
囲
で
交
付
金
を
支
出

す
る
要
綱
を
定
め
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

事
業
も
自
治
会
内
の
連
携
が
図
ら
れ
地

域
を
創
る
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
現
在
の
形
態
に
よ
り

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
自
治
会
で
最
多
は
５

５
０
世
帯
、
最
少
は
３０
世
帯
で
あ

り
、
少
な
い
自
治
会
で
は
周
辺
自
治
会

と
共
同
実
施
な
ど
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
今
後
、
高
齢
者
や
単
身
者
の
増
加

な
ど
諸
問
題
に
対
し
自
治
会
長
会
議
の

場
な
ど
で
解
決
に
向
け
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
町
で
は
転
入
さ
れ
た

全
て
の
方
に
住
民
課
窓
口
で
入
会

を
勧
め
る
チ
ラ
シ
を
配
布
、
ま
た
広
報

誌
で
も
自
治
会
活
動
の
情
報
発
信
を
し

て
い
ま
す
。
現
在
加
入
率
は
８２
％
と
比

較
的
高
く
、
今
後
も
こ
の
水
準
維
持
で

き
る
よ
う
努
め
、
条
例
策
定
の
必
要
性

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
利
用
児
童
数
の
増
加

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
実
施
し
、
知
識
や
経
験
豊
富
な

社
会
福
祉
法
人
さ
く
ら
ゆ
き
に
委
託
と

な
り
ま
し
た
。
円
滑
な
移
行
や
運
営
が

で
き
る
よ
う
協
議
し
、
指
導
員
全
て
の

引
き
続
き
雇
用
、
移
動
時
の
安
全
確
保
、

机
や
冷
蔵
庫
な
ど
備
品
の
管
理
、
環
境

の
整
備
な
ど
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
平
成
３０
年
度
基
本
計
画
を

策
定
、
３１
年
度
実
施
設
計
、
３２
年

度
以
降
整
備
工
事
の
予
定
で
す
。
ト
イ

レ
や
水
道
、
駐
車
場
の
拡
充
、
土
の
入

れ
替
え
な
ど
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
昨
年
１０
月

に
小
坂
町
森
林
組
合
と
町
職
員
に

よ
る
現
地
視
察
を
実
施
。
高
さ
５
ｍ
ほ

ど
に
成
長
、
１
〜
２
年
後
に
保
育
間
伐

を
行
う
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
同
日
に
各
種
が
ん
検

診
が
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
、
大

腸
が
ん
は
４０
歳
以
上
無
料
、
健
康
フ
ェ

ア
や
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
医
師
会
と
必
要
性

な
ど
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

生育中のヒノキ 

整備されるグラウンド 

3月定
例会 

3月定
例会 

3月定
例会 

7
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
 

「
こ
こ
が
、
聞
き
た
い
」
 

「
こ
こ
が
、
聞
き
た
い
」
 

「
こ
こ
が
、
聞
き
た
い
」
 

一
般
質
問 

Q
＆
A

一
般
質
問 

Q
＆
A

一
般
質
問 

Q
＆
A

●
松

浩

二

 ・・・・・・・・・
11
 

◎
自
治
会
に
つ
い
て
 

◎
学
童
保
育
に
つ
い
て
 

◎
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
 

◎
ぎ
な
ん
の
森
に
つ
い
て
 

◎
検
診
な
ど
が
ん
対
応
に
つ
い
て
 

●
加

藤

雅

浩

 ・・・・・・・・・
12
 

◎
保
育
事
業
に
お
け
る
定
員
管
理
に
つ
い
て
 

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
 

仕
組
み
づ
く
り
を
 

◎
多
世
代
交
流
カ
フ
ェ
の
公
募
に
お
け
る
 

審
査
と
そ
の
後
の
運
営
は
 

●
後

藤

友

紀

 ・・・・・・・・・
13
 

◎
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
へ
安
心
で
き
る
居

場
所
の
確
保
を
 

・
学
校
に
お
け
る
非
常
勤
講
師
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
 

・「
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
」
幼
保
小
連
携
接
続

に
向
け
て
 

●
木

下

美

津

子

 ・・・・・・
14
 

◎
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
 

◎
オ
リ
パ
ラ
教
育
の
推
進
状
況
と
今
後
の
計
画
 

◎
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
へ
の
 

対
応
に
つ
い
て
 

◎
職
員
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に
認
知
行
動
療
法
を
 

◎
死
亡
後
の
手
続
き
専
用
窓
口
の
開
設
 

●
小

島

英

雄

 ・・・・・・・・・
15
 

◎
平
成
31
年
度
予
算
編
成
と
課
題
 

◎
前
者
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
 

◎
庁
舎
瑕
疵
担
保
責
任
に
お
け
る
改
修
 

●
櫻

井

　

明

 ・・・・・・・・・
16
 

◎
次
期
ご
み
処
理
施
設
計
画
と
 

岐
南
町
P
C
B
処
理
等
に
つ
い
て
 

◎
国
民
健
康
保
険
の
現
状
と
 

今
後
の
予
想
及
び
改
善
計
画
 

・
岐
南
町
開
発
指
導
要
綱
の
早
急
な
る
策
定
と

道
路
管
理
・
改
修
等
の
推
進
を
 

●
黒

瀨

泰

孝

 ・・・・・・・・・
17
 

◎
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
 

◎
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て
 

 

質 問 事 項 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を
町
に
求
め
、

適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
◎
の
項
目
を
議
員
本
人
が
執
筆
（
要
約
）
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

自
治
会
加
入
促
進
条
例
制
定
を
 

部
長
　
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
 

学
童
保
育
の
環
境
 

部
長
　
子
供
た
ち
を
最
優
先
に
考
え
る
 

重
要
な
が
ん
検
診
 

部
長
　
受
診
率
の
向
上
に
努
め
る
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
 

町
長
　
早
期
完
成
を
進
め
る
 

ぎ
な
ん
の
森
 

部
長
　
作
業
継
続
中
 

友
好
提
携
の
下
呂
市
小
坂
町
の
ヒ

ノ
キ
は
２０
年
を
過
ぎ
現
状
は
。
 

ト
イ
レ
の
悪
臭
や
駐
車
場
の
整
備
、

備
品
の
管
理
な
ど
改
善
に
向
け
進

捗
は
。
 

現
在
３５
の
自
治
会
が
あ
り
敬
老
会

や
防
災
訓
練
な
ど
自
治
会
ご
と
の

判
断
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
行

う
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。
 

町
内
の
環
境
整
備
な
ど
自
治
会
の

役
割
が
大
き
く
、
自
治
会
加
入
を

す
す
め
て
い
く
上
で
、
自
治
会
加
入
促

進
の
条
例
制
定
の
考
え
は
。
 

戸
数
や
人
数
に
大
き
な
差
が
あ
り
、

野
中
団
地
や
薬
師
寺
第
二
な
ど
運

動
会
な
ど
参
加
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
 

平
成
３１
年
度
よ
り
3
小
学
校
区
と

も
社
会
福
祉
法
人
の
運
営
と
な
る

が
、
施
設
内
で
の
運
営
や
備
品
な
ど
の

環
境
は
良
い
状
態
で
あ
る
の
か
。
 

日
本
人
の
死
亡
原
因
第
1
位
は
が

ん
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

望
ま
れ
る
が
受
診
率
向
上
や
子
宮
頸
が

ん
に
お
け
る
H
P
V
検
査
の
対
応
は
。
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  
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松　 浩二 議員 

（
総
務
部
長
）
敬
老
会
や
防
災
訓
練

は
町
主
催
事
業
で
し
た
が
平
成
２３

年
度
に
地
域
が
自
ら
考
え
自
ら
行
う
こ

と
で
地
域
の
絆
の
醸
成
を
図
る
目
的
で

町
税
の
１
％
の
範
囲
で
交
付
金
を
支
出

す
る
要
綱
を
定
め
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

事
業
も
自
治
会
内
の
連
携
が
図
ら
れ
地

域
を
創
る
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
現
在
の
形
態
に
よ
り

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
自
治
会
で
最
多
は
５

５
０
世
帯
、
最
少
は
３０
世
帯
で
あ

り
、
少
な
い
自
治
会
で
は
周
辺
自
治
会

と
共
同
実
施
な
ど
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
今
後
、
高
齢
者
や
単
身
者
の
増
加

な
ど
諸
問
題
に
対
し
自
治
会
長
会
議
の

場
な
ど
で
解
決
に
向
け
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
町
で
は
転
入
さ
れ
た

全
て
の
方
に
住
民
課
窓
口
で
入
会

を
勧
め
る
チ
ラ
シ
を
配
布
、
ま
た
広
報

誌
で
も
自
治
会
活
動
の
情
報
発
信
を
し

て
い
ま
す
。
現
在
加
入
率
は
８２
％
と
比

較
的
高
く
、
今
後
も
こ
の
水
準
維
持
で

き
る
よ
う
努
め
、
条
例
策
定
の
必
要
性

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
利
用
児
童
数
の
増
加

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
実
施
し
、
知
識
や
経
験
豊
富
な

社
会
福
祉
法
人
さ
く
ら
ゆ
き
に
委
託
と

な
り
ま
し
た
。
円
滑
な
移
行
や
運
営
が

で
き
る
よ
う
協
議
し
、
指
導
員
全
て
の

引
き
続
き
雇
用
、
移
動
時
の
安
全
確
保
、

机
や
冷
蔵
庫
な
ど
備
品
の
管
理
、
環
境

の
整
備
な
ど
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
平
成
３０
年
度
基
本
計
画
を

策
定
、
３１
年
度
実
施
設
計
、
３２
年

度
以
降
整
備
工
事
の
予
定
で
す
。
ト
イ

レ
や
水
道
、
駐
車
場
の
拡
充
、
土
の
入

れ
替
え
な
ど
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
昨
年
１０
月

に
小
坂
町
森
林
組
合
と
町
職
員
に

よ
る
現
地
視
察
を
実
施
。
高
さ
５
ｍ
ほ

ど
に
成
長
、
１
〜
２
年
後
に
保
育
間
伐

を
行
う
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
同
日
に
各
種
が
ん
検

診
が
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
、
大

腸
が
ん
は
４０
歳
以
上
無
料
、
健
康
フ
ェ

ア
や
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
医
師
会
と
必
要
性

な
ど
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

生育中のヒノキ 

整備されるグラウンド 

3月定
例会 

3月定
例会 

3月定
例会 

7
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
 

「
こ
こ
が
、
聞
き
た
い
」
 

「
こ
こ
が
、
聞
き
た
い
」
 

「
こ
こ
が
、
聞
き
た
い
」
 

一
般
質
問 

Q
＆
A

一
般
質
問 

Q
＆
A

一
般
質
問 

Q
＆
A

●
松

浩

二

 ・・・・・・・・・
11
 

◎
自
治
会
に
つ
い
て
 

◎
学
童
保
育
に
つ
い
て
 

◎
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
 

◎
ぎ
な
ん
の
森
に
つ
い
て
 

◎
検
診
な
ど
が
ん
対
応
に
つ
い
て
 

●
加

藤

雅

浩

 ・・・・・・・・・
12
 

◎
保
育
事
業
に
お
け
る
定
員
管
理
に
つ
い
て
 

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
 

仕
組
み
づ
く
り
を
 

◎
多
世
代
交
流
カ
フ
ェ
の
公
募
に
お
け
る
 

審
査
と
そ
の
後
の
運
営
は
 

●
後

藤

友

紀

 ・・・・・・・・・
13
 

◎
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
へ
安
心
で
き
る
居

場
所
の
確
保
を
 

・
学
校
に
お
け
る
非
常
勤
講
師
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
 

・「
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
」
幼
保
小
連
携
接
続

に
向
け
て
 

●
木

下

美

津

子

 ・・・・・・
14
 

◎
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
 

◎
オ
リ
パ
ラ
教
育
の
推
進
状
況
と
今
後
の
計
画
 

◎
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
へ
の
 

対
応
に
つ
い
て
 

◎
職
員
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に
認
知
行
動
療
法
を
 

◎
死
亡
後
の
手
続
き
専
用
窓
口
の
開
設
 

●
小

島

英

雄

 ・・・・・・・・・
15
 

◎
平
成
31
年
度
予
算
編
成
と
課
題
 

◎
前
者
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
 

◎
庁
舎
瑕
疵
担
保
責
任
に
お
け
る
改
修
 

●
櫻

井

　

明

 ・・・・・・・・・
16
 

◎
次
期
ご
み
処
理
施
設
計
画
と
 

岐
南
町
P
C
B
処
理
等
に
つ
い
て
 

◎
国
民
健
康
保
険
の
現
状
と
 

今
後
の
予
想
及
び
改
善
計
画
 

・
岐
南
町
開
発
指
導
要
綱
の
早
急
な
る
策
定
と

道
路
管
理
・
改
修
等
の
推
進
を
 

●
黒

瀨

泰

孝

 ・・・・・・・・・
17
 

◎
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
 

◎
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て
 

 

質 問 事 項 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を
町
に
求
め
、

適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
◎
の
項
目
を
議
員
本
人
が
執
筆
（
要
約
）
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

自
治
会
加
入
促
進
条
例
制
定
を
 

部
長
　
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
 

学
童
保
育
の
環
境
 

部
長
　
子
供
た
ち
を
最
優
先
に
考
え
る
 

重
要
な
が
ん
検
診
 

部
長
　
受
診
率
の
向
上
に
努
め
る
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
 

町
長
　
早
期
完
成
を
進
め
る
 

ぎ
な
ん
の
森
 

部
長
　
作
業
継
続
中
 

友
好
提
携
の
下
呂
市
小
坂
町
の
ヒ

ノ
キ
は
２０
年
を
過
ぎ
現
状
は
。
 

ト
イ
レ
の
悪
臭
や
駐
車
場
の
整
備
、

備
品
の
管
理
な
ど
改
善
に
向
け
進

捗
は
。
 

現
在
３５
の
自
治
会
が
あ
り
敬
老
会

や
防
災
訓
練
な
ど
自
治
会
ご
と
の

判
断
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
行

う
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。
 

町
内
の
環
境
整
備
な
ど
自
治
会
の

役
割
が
大
き
く
、
自
治
会
加
入
を

す
す
め
て
い
く
上
で
、
自
治
会
加
入
促

進
の
条
例
制
定
の
考
え
は
。
 

戸
数
や
人
数
に
大
き
な
差
が
あ
り
、

野
中
団
地
や
薬
師
寺
第
二
な
ど
運

動
会
な
ど
参
加
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
 

平
成
３１
年
度
よ
り
3
小
学
校
区
と

も
社
会
福
祉
法
人
の
運
営
と
な
る

が
、
施
設
内
で
の
運
営
や
備
品
な
ど
の

環
境
は
良
い
状
態
で
あ
る
の
か
。
 

日
本
人
の
死
亡
原
因
第
1
位
は
が

ん
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

望
ま
れ
る
が
受
診
率
向
上
や
子
宮
頸
が

ん
に
お
け
る
H
P
V
検
査
の
対
応
は
。
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  
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後藤 友紀 議員 加藤 雅浩 議員 

（
民
生
部
長
）
来
年
度
入
所
児
童
数

は
、
各
施
設
の
状
況
を
考
え
る
と

必
ず
し
も
余
裕
が
あ
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
岐
南
さ
く
ら
北
保
育
園
の
定

員
は
６０
名
で
、
こ
の
定
員
で
保
育
を
継

続
し
な
け
れ
ば
今
後
、
待
機
児
童
が
出

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
 

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
運
営
法
人
と
協

議
す
る
と
と
も
に
、
適
切
に
運
営
さ
れ

る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
各
校
区
の
２
月
末
時

点
の
保
育
園
入
所
対
象
児
童
数
は
、

東
校
区
６
９
５
名
、
西
校
区
５
２
８
名
、

北
校
区
３
８
０
名
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
の
約
４３
パ
ー
セ
ン
ト
が
東
校
区
の
児

童
で
、
東
校
区
に
あ
る
保
育
施
設
だ
け

で
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
現

実
問
題
と
し
て
町
全
体
の
保
育
施
設
で

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
町
と
し
て
は
校
区
ご
と
に
入
所
定
員

を
決
め
て
い
ま
せ
ん
し
、
３
歳
以
上
児

童
は
、
出
来
る
限
り
希
望
に
添
え
る
形

で
利
用
調
整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
事
業
の
理
念
や
趣
旨

に
つ
い
て
、
再
度
、
自
治
会
長
会

議
等
を
通
じ
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

良
好
な
地
域
社
会
の
維
持
及
び
形
成
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
交
付
金
制

度
の
活
性
化
に
向
け
た
見
直
し
等
に
つ

い
て
も
、
自
治
会
長
や
交
付
金
審
査
員

の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
平
成
２４
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
の
多
様
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
た
な
発
想
及

び
手
法
を
提
案
し
、
町
と
協
働
し
て
主

体
的
に
事
業
を
行
う
団
体
等
に
対
し
て

交
付
す
る
補
助
金
で
す
。
 

　
基
本
的
に
、
１
年
間
を
通
し
て
活
動

す
る
団
体
を
対
象
と
し
て
お
り
、
新
た

な
発
想
及
び
手
法
を
提
案
す
る
こ
と
が

前
提
で
す
。
他
の
団
体
と
比
較
し
て
、

事
業
の
公
益
性
や
効
果
性
、
先
駆
性
な

ど
が
優
れ
た
内
容
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
町
社
協
は
、
福
祉
充

実
計
画
に
お
け
る
「
多
世
代
交
流

拠
点
・
地
域
福
祉
活
動
拠
点
体
制
構
築

事
業
」
と
し
て
、
約
１
４
９
万
円
の
業

務
委
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

は
、
所
轄
庁
の
県
と
協
議
し
て
作
成
さ

れ
、
町
社
協
理
事
会
等
で
の
承
諾
も
得

て
い
る
も
の
で
、
適
正
な
予
算
の
執
行

が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
ま

す
。
 

　
し
か
し
、
町
社
協
の
活
動
と
の
適
切

な
棲
み
分
け
に
つ
い
て
は
、
十
分
配
慮

す
る
よ
う
両
団
体
に
伝
え
た
い
と
考
え

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
こ
れ
ま
で
開
催
し
た

講
座
全
て
が
主
催
及
び
共
催
に
て

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
企
画

・
運
営
等
の
開
催
に
向
け
た
準
備
を
行

な
い
、
そ
の
企
画
は
カ
フ
ェ
の
営
業
に

も
寄
与
し
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
が

問
題
は
無
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
ご
懸
念
を
招
く
表
現
が
あ

っ
た
と
の
指
摘
な
ど
は
団
体
に
伝
え
た

い
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
岐
南
町
の
不
登
校
児
童

生
徒
の
出
現
率
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
、
平
成
２９
年
度
は
岐
阜
県
平
均
よ

り
も
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
平
成
２８
年
度
通
知
「
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
」
を
根
拠
と
し
、
保
護
者

と
学
校
と
の
間
に
連
携
協
力
が
と
れ
て

い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
ス
マ
イ
ル
等

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
相
談
・
指
導

を
受
け
た
日
数
を
指
導
要
録
上
出
席
扱

い
し
て
お
り
、
保
健
室
登
校
の
場
合
も

同
様
で
す
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
民

間
施
設
で
の
相
談
・
指
導
も
出
席
扱
い

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

「
学
校
復
帰
」
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

 
（
教
育
長
）
そ
の
要
因
を
探
る
こ
と

に
主
眼
を
置
か
ず
、
児
童
生
徒
や

保
護
者
の
思
い
、
願
い
に
寄
り
添
っ
て
、

対
応
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
学
び
成
長
す
る
場

は
、
学
校
だ
け
と
の
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
児
童
生
徒
の
才
能
や
能
力
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
の
希
望
を
尊

重
し
、
児
童
生
徒
の
社
会
的
な
自
立
が

図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
今
後
の
不
登
校
児
童
生

徒
の
出
現
率
の
推
移
を
見
守
り
な

が
ら
、
「
ス
マ
イ
ル
岐
南
」
の
支
援
体

制
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
相
談
室
、
学

習
室
、
活
動
室
等
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
も
新
た
な
設
備
や
改
善
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
新
た
な
居
場
所
を
つ
く

り
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
選
択

肢
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
の
受
け
入
れ
可
能
な
「
既
存
施
設
」
、

児
童
生
徒
の
対
応
が
で
き
る
「
人
員
」
、

児
童
生
徒
が
活
動
で
き
る
「
設
備
」
等
、

他
自
治
体
の
先
行
事
例
を
参
考
に
し
、

今
後
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
現
在
は
、
虐
待
等
の

要
保
護
児
童
の
可
能
性
が
あ
る
場

合
や
発
達
相
談
等
で
す
で
に
関
わ
り
が

あ
っ
た
場
合
も
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
個
人
ご
と
に
様
々
な
機
関
と
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
面
、
福

祉
面
の
双
方
か
ら
、
個
々
の
児
童
生
徒
、

保
護
者
に
寄
り
添
い
、
き
め
細
や
か
な

支
援
に
心
が
け
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の

身
近
な
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
頼
り
に
し

て
い
た
だ
け
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
情

報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

 

各校区の入所対象児童の
43%が東校区。町全体の
施設で受け入れていく。 

ぎなんプレーパークの会活動 

子どもたちの大切な居場所 

くつろぎ苑2階の「スマイル岐南」 

不
登
校
特
例
校
の
設
置
の
検
討
や
、

公
設
民
営
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

設
置
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
学
校
や

ス
マ
イ
ル
以
外
の
施
設
の
選
択
肢
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
 

禁
止
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
場
所
貸
し
事
業
を
行
っ
て
い
な

い
か
。
 

保
育
事
業
に
お
け
る
定
員

管
理
は
 

北
保
育
園
継
続
の
考
え
と
対
応
 

部
長
　
適
切
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
指
導
 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
仕
組
み
づ
く
り
を
 

多
世
代
交
流
カ
フ
ェ
の
公
募
に
お

け
る
審
査
と
そ
の
後
の
運
営
は
 

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
へ
 

安
心
で
き
る
居
場
所
の
確
保
を
 

「
ス
マ
イ
ル
岐
南
」
の
今
後
は
 

教
育
長
　
設
備
や
改
善
図
る
必
要
あ
る
 

提
案
型
協
働
事
業
補
助
金
は
ど
う

い
う
活
動
を
想
定
し
た
補
助
事
業
か
。
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
不
透

明
な
補
助
に
つ
い
て
。
 

東
校
区
の
定
員
が
入
所
希
望
数
に

対
応
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
。
 

岐
南
さ
く
ら
北
保
育
園
の
継
続
に

つ
い
て
の
考
え
と
そ
の
対
応
は
。
 

絆
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
理
念
が

町
民
に
行
き
届
い
て
い
る
か
。
 

不
登
校
や
別
室
登
校
等
の
児
童
生

徒
に
つ
い
て
の
把
握
は
。
 

学
校
出
席
と
該
当
す
る
定
義
は
。
 

不
登
校
は
複
合
的
な
要
因
が
絡
み

合
っ
て
お
り
、
原
因
を
特
定
す
る

こ
と
は
困
難
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
学
校
の
対
応
は
。
 

必
要
に
応
じ
た
「
ス
マ
イ
ル
岐
南
」

の
施
設
と
体
制
整
備
を
す
る
考
え

は
あ
る
か
。
 

子
ど
も
や
保
護
者
が
相
談
す
る
場

所
が
教
育
機
関
に
限
定
さ
れ
る
状

況
は
、
時
に
疲
弊
を
産
ん
だ
り
、
硬
直

化
す
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
第
三
者

の
存
在
に
よ
る
支
援
は
痛
み
を
産
む
前

の
未
然
の
取
り
組
み
と
し
て
重
要
だ
と

考
え
る
。
そ
れ
を
担
う
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
繋
が
り
は
。
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後藤 友紀 議員 加藤 雅浩 議員 

（
民
生
部
長
）
来
年
度
入
所
児
童
数

は
、
各
施
設
の
状
況
を
考
え
る
と

必
ず
し
も
余
裕
が
あ
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
岐
南
さ
く
ら
北
保
育
園
の
定

員
は
６０
名
で
、
こ
の
定
員
で
保
育
を
継

続
し
な
け
れ
ば
今
後
、
待
機
児
童
が
出

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
 

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
運
営
法
人
と
協

議
す
る
と
と
も
に
、
適
切
に
運
営
さ
れ

る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
各
校
区
の
２
月
末
時

点
の
保
育
園
入
所
対
象
児
童
数
は
、

東
校
区
６
９
５
名
、
西
校
区
５
２
８
名
、

北
校
区
３
８
０
名
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
の
約
４３
パ
ー
セ
ン
ト
が
東
校
区
の
児

童
で
、
東
校
区
に
あ
る
保
育
施
設
だ
け

で
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
現

実
問
題
と
し
て
町
全
体
の
保
育
施
設
で

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
町
と
し
て
は
校
区
ご
と
に
入
所
定
員

を
決
め
て
い
ま
せ
ん
し
、
３
歳
以
上
児

童
は
、
出
来
る
限
り
希
望
に
添
え
る
形

で
利
用
調
整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
事
業
の
理
念
や
趣
旨

に
つ
い
て
、
再
度
、
自
治
会
長
会

議
等
を
通
じ
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

良
好
な
地
域
社
会
の
維
持
及
び
形
成
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
交
付
金
制

度
の
活
性
化
に
向
け
た
見
直
し
等
に
つ

い
て
も
、
自
治
会
長
や
交
付
金
審
査
員

の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
平
成
２４
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
の
多
様
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
た
な
発
想
及

び
手
法
を
提
案
し
、
町
と
協
働
し
て
主

体
的
に
事
業
を
行
う
団
体
等
に
対
し
て

交
付
す
る
補
助
金
で
す
。
 

　
基
本
的
に
、
１
年
間
を
通
し
て
活
動

す
る
団
体
を
対
象
と
し
て
お
り
、
新
た

な
発
想
及
び
手
法
を
提
案
す
る
こ
と
が

前
提
で
す
。
他
の
団
体
と
比
較
し
て
、

事
業
の
公
益
性
や
効
果
性
、
先
駆
性
な

ど
が
優
れ
た
内
容
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
町
社
協
は
、
福
祉
充

実
計
画
に
お
け
る
「
多
世
代
交
流

拠
点
・
地
域
福
祉
活
動
拠
点
体
制
構
築

事
業
」
と
し
て
、
約
１
４
９
万
円
の
業

務
委
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

は
、
所
轄
庁
の
県
と
協
議
し
て
作
成
さ

れ
、
町
社
協
理
事
会
等
で
の
承
諾
も
得

て
い
る
も
の
で
、
適
正
な
予
算
の
執
行

が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
ま

す
。
 

　
し
か
し
、
町
社
協
の
活
動
と
の
適
切

な
棲
み
分
け
に
つ
い
て
は
、
十
分
配
慮

す
る
よ
う
両
団
体
に
伝
え
た
い
と
考
え

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
こ
れ
ま
で
開
催
し
た

講
座
全
て
が
主
催
及
び
共
催
に
て

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
企
画

・
運
営
等
の
開
催
に
向
け
た
準
備
を
行

な
い
、
そ
の
企
画
は
カ
フ
ェ
の
営
業
に

も
寄
与
し
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
が

問
題
は
無
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
ご
懸
念
を
招
く
表
現
が
あ

っ
た
と
の
指
摘
な
ど
は
団
体
に
伝
え
た

い
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
岐
南
町
の
不
登
校
児
童

生
徒
の
出
現
率
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
、
平
成
２９
年
度
は
岐
阜
県
平
均
よ

り
も
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
平
成
２８
年
度
通
知
「
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
」
を
根
拠
と
し
、
保
護
者

と
学
校
と
の
間
に
連
携
協
力
が
と
れ
て

い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
ス
マ
イ
ル
等

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
相
談
・
指
導

を
受
け
た
日
数
を
指
導
要
録
上
出
席
扱

い
し
て
お
り
、
保
健
室
登
校
の
場
合
も

同
様
で
す
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
民

間
施
設
で
の
相
談
・
指
導
も
出
席
扱
い

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

「
学
校
復
帰
」
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

 
（
教
育
長
）
そ
の
要
因
を
探
る
こ
と

に
主
眼
を
置
か
ず
、
児
童
生
徒
や

保
護
者
の
思
い
、
願
い
に
寄
り
添
っ
て
、

対
応
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
学
び
成
長
す
る
場

は
、
学
校
だ
け
と
の
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
児
童
生
徒
の
才
能
や
能
力
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
の
希
望
を
尊

重
し
、
児
童
生
徒
の
社
会
的
な
自
立
が

図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
今
後
の
不
登
校
児
童
生

徒
の
出
現
率
の
推
移
を
見
守
り
な

が
ら
、
「
ス
マ
イ
ル
岐
南
」
の
支
援
体

制
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
相
談
室
、
学

習
室
、
活
動
室
等
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
も
新
た
な
設
備
や
改
善
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
新
た
な
居
場
所
を
つ
く

り
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
選
択

肢
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
の
受
け
入
れ
可
能
な
「
既
存
施
設
」
、

児
童
生
徒
の
対
応
が
で
き
る
「
人
員
」
、

児
童
生
徒
が
活
動
で
き
る
「
設
備
」
等
、

他
自
治
体
の
先
行
事
例
を
参
考
に
し
、

今
後
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
現
在
は
、
虐
待
等
の

要
保
護
児
童
の
可
能
性
が
あ
る
場

合
や
発
達
相
談
等
で
す
で
に
関
わ
り
が

あ
っ
た
場
合
も
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
個
人
ご
と
に
様
々
な
機
関
と
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
面
、
福

祉
面
の
双
方
か
ら
、
個
々
の
児
童
生
徒
、

保
護
者
に
寄
り
添
い
、
き
め
細
や
か
な

支
援
に
心
が
け
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の

身
近
な
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
頼
り
に
し

て
い
た
だ
け
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
情

報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

 

各校区の入所対象児童の
43%が東校区。町全体の
施設で受け入れていく。 

ぎなんプレーパークの会活動 

子どもたちの大切な居場所 

くつろぎ苑2階の「スマイル岐南」 

不
登
校
特
例
校
の
設
置
の
検
討
や
、

公
設
民
営
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

設
置
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
学
校
や

ス
マ
イ
ル
以
外
の
施
設
の
選
択
肢
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
 

禁
止
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
場
所
貸
し
事
業
を
行
っ
て
い
な

い
か
。
 

保
育
事
業
に
お
け
る
定
員

管
理
は
 

北
保
育
園
継
続
の
考
え
と
対
応
 

部
長
　
適
切
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
指
導
 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
仕
組
み
づ
く
り
を
 

多
世
代
交
流
カ
フ
ェ
の
公
募
に
お

け
る
審
査
と
そ
の
後
の
運
営
は
 

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
へ
 

安
心
で
き
る
居
場
所
の
確
保
を
 

「
ス
マ
イ
ル
岐
南
」
の
今
後
は
 

教
育
長
　
設
備
や
改
善
図
る
必
要
あ
る
 

提
案
型
協
働
事
業
補
助
金
は
ど
う

い
う
活
動
を
想
定
し
た
補
助
事
業
か
。
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
不
透

明
な
補
助
に
つ
い
て
。
 

東
校
区
の
定
員
が
入
所
希
望
数
に

対
応
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
。
 

岐
南
さ
く
ら
北
保
育
園
の
継
続
に

つ
い
て
の
考
え
と
そ
の
対
応
は
。
 

絆
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
理
念
が

町
民
に
行
き
届
い
て
い
る
か
。
 

不
登
校
や
別
室
登
校
等
の
児
童
生

徒
に
つ
い
て
の
把
握
は
。
 

学
校
出
席
と
該
当
す
る
定
義
は
。
 

不
登
校
は
複
合
的
な
要
因
が
絡
み

合
っ
て
お
り
、
原
因
を
特
定
す
る

こ
と
は
困
難
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
学
校
の
対
応
は
。
 

必
要
に
応
じ
た
「
ス
マ
イ
ル
岐
南
」

の
施
設
と
体
制
整
備
を
す
る
考
え

は
あ
る
か
。
 

子
ど
も
や
保
護
者
が
相
談
す
る
場

所
が
教
育
機
関
に
限
定
さ
れ
る
状

況
は
、
時
に
疲
弊
を
産
ん
だ
り
、
硬
直

化
す
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
第
三
者

の
存
在
に
よ
る
支
援
は
痛
み
を
産
む
前

の
未
然
の
取
り
組
み
と
し
て
重
要
だ
と

考
え
る
。
そ
れ
を
担
う
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
繋
が
り
は
。
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小島 英雄 議員 木下 美津子 議員 

（
町
長
）
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
に

関
し
て
国
の
補
助
金
や
支
援
に
は

「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
と
「
学

校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
」
が
あ
り
ま

す
。
町
と
し
て
今
後
の
財
政
状
況
も
踏

ま
え
、
空
調
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
羽
島
郡
全
て
の
小
学
校

が
オ
リ
パ
ラ
教
育
実
施
校
「
よ
う

い
、
ド
ン
！
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
認
証

を
受
け
、
マ
ス
コ
ッ
ト
名
の
投
票
に
参

加
し
ま
し
た
。
北
小
で
は
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
金
藤
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
ス
ト
レ

ッ
チ
や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
 

　
来
年
度
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
強
い
意

志
、
障
害
者
理
解
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
等
を
学
ぶ
機
会
を
工
夫
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
過
去
問
等
事
前
指
導
に

つ
い
て
は
す
で
に
本
調
査
の
趣
旨

・
目
的
を
損
な
う
も
の
と
通
知
が
あ
り

ま
し
た
。
羽
島
郡
で
は
各
学
校
の
教
務

主
任
を
中
心
と
し
て
学
力
向
上
委
員
会

を
開
催
し
、
学
力
向
上
や
学
習
状
況
の

改
善
に
つ
い
て
各
学
校
の
取
組
を
持
ち

寄
り
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
３１
年
度
よ
り
全
教
職
員

を
対
象
に
産
業
医
に
よ
る
面
接
指

導
事
業
を
予
定
し
ま
す
。
そ
の
中
で
認

知
行
動
療
法
の
活
用
に
つ
い
て
も
相
談

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

（
総
務
部
長
）
産
業
医
と
相
談
し
認

知
行
動
療
法
の
活
用
を
視
野
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 
（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
各
手
続
き

で
窓
口
移
動
が
困
難
な
方
は
担
当

者
が
入
れ
替
わ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
専
用
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
現
在
の
財
政
状
況
は
、
平

成
３０
年
度
末
の
見
込
み
と
し
て
も
、

起
債
残
高
約
５３
億
円
に
対
し
、
基
金
残

高
約
３２
億
円
と
起
債
額
が
基
金
額
を
大

き
く
上
回
る
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
新
年
度

予
算
に
お
い
て
は
、
事
業
の
必
要
性
と

新
年
度
実
施
す
べ
き
か
ど
う
か
を
予
算

編
成
作
成
前
に
検
証
し
、
事
業
の
取
捨

選
択
を
行
い
予
算
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

従
来
か
ら
の
事
業
は
、
過
去
３
年
間
の

予
算
の
執
行
状
況
に
よ
り
、
事
業
の
必

要
性
を
判
断
し
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
実
績
に
応
じ
て
予
算

措
置
を
行
う
一
方
、
予
算
計
上
額
と
予

算
執
行
額
に
乖
離
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
目
的
や
存
在
意
義
が
薄

れ
た
と
判
断
し
、
予
算
の
縮
小
や
廃
止

を
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
優
先
度
は
中

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
優
先
順
位
を

定
め
、
計
画
を
立
て
た
上
で
予
算
措
置

を
す
る
な
ど
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
も
た
ら
す
選
択
と
集
中
の
元
、

予
算
編
成
が
で
き
た
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
野
田
市
の
事
案
に
つ
い

て
は
、
大
変
胸
を
痛
め
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会

並
び
に
各
小
中
学
校
の
対
応
や
連
絡
等

の
体
制
、
他
機
関
と
の
連
携
協
力
体
制

を
見
つ
め
な
お
す
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

羽
島
郡
校
長
会
に
て
文
書
に
基
づ
き
、

校
長
先
生
方
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
指
導
助
言
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
法
第
２２
条
に
あ
る
、
い
じ
め

防
止
等
の
た
め
の
組
織
と
し
て
「
い
じ

め
未
然
防
止
対
策
委
員
会
」
を
校
長
を

は
じ
め
と
す
る
組
織
で
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
い

じ
め
問
題
発
生
時
の
対
応
等
に
つ
い
て

も
定
め
て
お
り
、
児
童
生
徒
を
守
る
た

め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
国
土
交
通
省
認
定
の

第
三
者
機
関
で
あ
る
、
日
本
建
築

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
審
査
し
た
結
果
、

「
倒
壊
・
崩
壊
し
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
」
と
の
評
定
書
を
受
け
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、

よ
り
、
安
全
を
期
す
た
め
に
も
、
Ｋ
Ｙ

Ｂ
に
対
し
製
品
認
証
を
受
け
た
新
規
製

品
に
早
急
に
交
換
し
て
い
た
だ
き
た
い

旨
、
再
度
申
し
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
現
在
、
上
下
に
１５
㎜

程
度
ズ
レ
が
生
じ
て
い
ま
す
。
今

後
、
利
用
者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

定
期
的
な
保
守
点
検
を
し
っ
か
り
し
て

い
く
と
と
も
に
、
万
が
一
に
も
異
変
が

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

早
急
に
修
繕
等
の
対
応
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

  

北小学校で講演をされる 
金メダリスト 金藤理絵さん 

定期的な保守点検の必要 

当初予算規模の推移 

※H30末見込 

一　般　会　計 

国民健康保険 

介護保険 

後期高齢者医療 

下水道事業 

羽島郡二町教育委員会 

総　　　　計 

7,489,000 

2,426,999 

1,725,046 

473,834 

842,682 

170,810 

13,128,371

－7.5% 

－24.4% 

2.3% 

10.4% 

－4.0% 

3.1% 

－9.3%

8,099,000 

3,208,757 

1,686,486 

429,137 

877,624 

165,629 

14,466,633

特
別
会
計 

区　　　分 平成30年度 対前年比 平成29年度 

基　金 

起　債 

　うち臨財債 

基金－起債 

3,195,785 

5,297,025 

2,576,578 

▲2,101,240

－1.6% 

－1.9%

－1.9% 

 

3,246,891 

5,400,926 

2,546,222 

▲2,154,035

一
般
会
計 

区　　　分 平成30年度 対前年比 平成29年度 

（単位：千円） 

役場窓口で渡される死亡後の手続き案内書 

児
童
虐
待
や
豚
コ
レ
ラ
対
策
に
携

わ
る
職
員
の
心
の
痛
み
が
伝
え
ら

れ
て
い
た
。
個
々
に
異
な
る
立
場
や
考

え
の
方
々
へ
の
対
応
の
精
神
的
ス
ト
レ

ス
か
ら
の
心
の
病
の
予
防
対
策
と
し
て
、

認
知
行
動
療
法
の
導
入
を
。
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
競
技
を
体
験
し
た
り
、
五
輪

の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
障
害
者
を
よ
り
理
解
し
在
り
方
を
学

ぶ
オ
リ
パ
ラ
教
育
。
実
施
状
況
と
今
後

の
計
画
は
。
 

町
の
拠
点
避
難
所
で
も
あ
る
学
校

体
育
館
、
毎
年
記
録
的
猛
暑
が
続

き
エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
要
で
す
。
「
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
等
の
国
の
制

度
を
活
用
し
設
置
を
。
 

死
亡
後
の
手
続
き
は
個
々
に
違
う

が
、
多
い
場
合
は
３０
以
上
必
要
。

役
場
で
の
手
続
き
だ
け
で
も
専
用
窓
口

で
済
む
よ
う
に
。
 

文
部
科
学
省
が
2
0
0
7
年
度
か

ら
実
施
の
学
力
調
査
。
昨
年
２１
都

道
府
県
9
政
令
指
定
都
市
の
小
中
学
校

6
2
6
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
事
前
指

導
と
し
て
過
去
問
の
指
導
等
の
実
施
が

7
割
と
あ
る
。
こ
の
指
導
は
学
力
を
正

し
く
把
握
す
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
子
供

の
た
め
に
も
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

昨
年
、
１０
月
K
Y
B
に
よ
る
免
震

装
置
疑
い
が
全
国
規
模
で
大
き
な

社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
新
庁
舎
に

4
基
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
免
震
装

置
の
ま
ま
で
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
り
き
る
こ
と
が
で
る
の
か
。
 

平
成
３１
年
度
予
算
編
成
は
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
事

業
の
必
要
性
・
優
先
度
や
費
用
対
効
果

を
十
分
検
証
し
た
上
で
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な

予
算
編
成
だ
っ
た
か
。
 

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

設
置
を
 

国
の
制
度
活
用
で
設
置
推
進
を
 

町
長
　
前
向
き
に
検
討
す
る
 

オ
リ
パ
ラ
教
育
の
 

推
進
状
況
と
今
後
の
計
画
 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
 

調
査
へ
の
対
応
 

死
亡
後
の
手
続
き
専
用
の
 

窓
口
の
開
設
を
 

教
職
員
、
町
職
員
の
ス
ト
レ
ス

ケ
ア
に
認
知
行
動
療
法
を
 

３１
年
度
予
算
編
成
と
課
題
を
 

町
長
　
中
長
期
的
な
視
点
で
 

前
車
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
 

教
育
長
　
積
極
的
な
取
り
組
み
を
 

庁
舎
瑕
疵
担
保
責
任
と
改
修
 

部
長
　
新
規
製
品
に
早
急
に
交
換
 

公
民
館
と
保
健
棟
の
屋
根
部
分
に

段
差
が
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
。
 

野
田
市
の
事
件
を
受
け
て
、
岐
南

の
学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
問

題
を
父
兄
等
と
話
し
合
い
を
す
る
な
か

で
、
い
じ
め
が
認
め
ら
れ
た
場
合
や
疑

わ
し
い
時
、
い
じ
め
防
止
法
２２
条
に
基

づ
い
て
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
保
護
し
、

児
童
・
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た
積
極
的

な
対
応
を
行
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
か

ど
う
か
。
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小島 英雄 議員 木下 美津子 議員 

（
町
長
）
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
に

関
し
て
国
の
補
助
金
や
支
援
に
は

「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
と
「
学

校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
」
が
あ
り
ま

す
。
町
と
し
て
今
後
の
財
政
状
況
も
踏

ま
え
、
空
調
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
羽
島
郡
全
て
の
小
学
校

が
オ
リ
パ
ラ
教
育
実
施
校
「
よ
う

い
、
ド
ン
！
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
認
証

を
受
け
、
マ
ス
コ
ッ
ト
名
の
投
票
に
参

加
し
ま
し
た
。
北
小
で
は
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
金
藤
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
ス
ト
レ

ッ
チ
や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
 

　
来
年
度
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
強
い
意

志
、
障
害
者
理
解
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
等
を
学
ぶ
機
会
を
工
夫
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
過
去
問
等
事
前
指
導
に

つ
い
て
は
す
で
に
本
調
査
の
趣
旨

・
目
的
を
損
な
う
も
の
と
通
知
が
あ
り

ま
し
た
。
羽
島
郡
で
は
各
学
校
の
教
務

主
任
を
中
心
と
し
て
学
力
向
上
委
員
会

を
開
催
し
、
学
力
向
上
や
学
習
状
況
の

改
善
に
つ
い
て
各
学
校
の
取
組
を
持
ち

寄
り
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
３１
年
度
よ
り
全
教
職
員

を
対
象
に
産
業
医
に
よ
る
面
接
指

導
事
業
を
予
定
し
ま
す
。
そ
の
中
で
認

知
行
動
療
法
の
活
用
に
つ
い
て
も
相
談

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

（
総
務
部
長
）
産
業
医
と
相
談
し
認

知
行
動
療
法
の
活
用
を
視
野
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 
（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
各
手
続
き

で
窓
口
移
動
が
困
難
な
方
は
担
当

者
が
入
れ
替
わ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
専
用
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
現
在
の
財
政
状
況
は
、
平

成
３０
年
度
末
の
見
込
み
と
し
て
も
、

起
債
残
高
約
５３
億
円
に
対
し
、
基
金
残

高
約
３２
億
円
と
起
債
額
が
基
金
額
を
大

き
く
上
回
る
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
新
年
度

予
算
に
お
い
て
は
、
事
業
の
必
要
性
と

新
年
度
実
施
す
べ
き
か
ど
う
か
を
予
算

編
成
作
成
前
に
検
証
し
、
事
業
の
取
捨

選
択
を
行
い
予
算
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

従
来
か
ら
の
事
業
は
、
過
去
３
年
間
の

予
算
の
執
行
状
況
に
よ
り
、
事
業
の
必

要
性
を
判
断
し
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
実
績
に
応
じ
て
予
算

措
置
を
行
う
一
方
、
予
算
計
上
額
と
予

算
執
行
額
に
乖
離
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
目
的
や
存
在
意
義
が
薄

れ
た
と
判
断
し
、
予
算
の
縮
小
や
廃
止

を
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
優
先
度
は
中

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
優
先
順
位
を

定
め
、
計
画
を
立
て
た
上
で
予
算
措
置

を
す
る
な
ど
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
も
た
ら
す
選
択
と
集
中
の
元
、

予
算
編
成
が
で
き
た
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
野
田
市
の
事
案
に
つ
い

て
は
、
大
変
胸
を
痛
め
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会

並
び
に
各
小
中
学
校
の
対
応
や
連
絡
等

の
体
制
、
他
機
関
と
の
連
携
協
力
体
制

を
見
つ
め
な
お
す
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

羽
島
郡
校
長
会
に
て
文
書
に
基
づ
き
、

校
長
先
生
方
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
指
導
助
言
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
法
第
２２
条
に
あ
る
、
い
じ
め

防
止
等
の
た
め
の
組
織
と
し
て
「
い
じ

め
未
然
防
止
対
策
委
員
会
」
を
校
長
を

は
じ
め
と
す
る
組
織
で
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
い

じ
め
問
題
発
生
時
の
対
応
等
に
つ
い
て

も
定
め
て
お
り
、
児
童
生
徒
を
守
る
た

め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
国
土
交
通
省
認
定
の

第
三
者
機
関
で
あ
る
、
日
本
建
築

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
審
査
し
た
結
果
、

「
倒
壊
・
崩
壊
し
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
」
と
の
評
定
書
を
受
け
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、

よ
り
、
安
全
を
期
す
た
め
に
も
、
Ｋ
Ｙ

Ｂ
に
対
し
製
品
認
証
を
受
け
た
新
規
製

品
に
早
急
に
交
換
し
て
い
た
だ
き
た
い

旨
、
再
度
申
し
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
現
在
、
上
下
に
１５
㎜

程
度
ズ
レ
が
生
じ
て
い
ま
す
。
今

後
、
利
用
者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

定
期
的
な
保
守
点
検
を
し
っ
か
り
し
て

い
く
と
と
も
に
、
万
が
一
に
も
異
変
が

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

早
急
に
修
繕
等
の
対
応
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

  

北小学校で講演をされる 
金メダリスト 金藤理絵さん 

定期的な保守点検の必要 

当初予算規模の推移 

※H30末見込 

一　般　会　計 

国民健康保険 

介護保険 

後期高齢者医療 

下水道事業 

羽島郡二町教育委員会 

総　　　　計 

7,489,000 

2,426,999 

1,725,046 

473,834 

842,682 

170,810 

13,128,371

－7.5% 

－24.4% 

2.3% 

10.4% 

－4.0% 

3.1% 

－9.3%

8,099,000 

3,208,757 

1,686,486 

429,137 

877,624 

165,629 

14,466,633

特
別
会
計 

区　　　分 平成30年度 対前年比 平成29年度 

基　金 

起　債 

　うち臨財債 

基金－起債 

3,195,785 

5,297,025 

2,576,578 

▲2,101,240

－1.6% 

－1.9%

－1.9% 

 

3,246,891 

5,400,926 

2,546,222 

▲2,154,035

一
般
会
計 

区　　　分 平成30年度 対前年比 平成29年度 

（単位：千円） 

役場窓口で渡される死亡後の手続き案内書 

児
童
虐
待
や
豚
コ
レ
ラ
対
策
に
携

わ
る
職
員
の
心
の
痛
み
が
伝
え
ら

れ
て
い
た
。
個
々
に
異
な
る
立
場
や
考

え
の
方
々
へ
の
対
応
の
精
神
的
ス
ト
レ

ス
か
ら
の
心
の
病
の
予
防
対
策
と
し
て
、

認
知
行
動
療
法
の
導
入
を
。
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
競
技
を
体
験
し
た
り
、
五
輪

の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
障
害
者
を
よ
り
理
解
し
在
り
方
を
学

ぶ
オ
リ
パ
ラ
教
育
。
実
施
状
況
と
今
後

の
計
画
は
。
 

町
の
拠
点
避
難
所
で
も
あ
る
学
校

体
育
館
、
毎
年
記
録
的
猛
暑
が
続

き
エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
要
で
す
。
「
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
等
の
国
の
制

度
を
活
用
し
設
置
を
。
 

死
亡
後
の
手
続
き
は
個
々
に
違
う

が
、
多
い
場
合
は
３０
以
上
必
要
。

役
場
で
の
手
続
き
だ
け
で
も
専
用
窓
口

で
済
む
よ
う
に
。
 

文
部
科
学
省
が
2
0
0
7
年
度
か

ら
実
施
の
学
力
調
査
。
昨
年
２１
都

道
府
県
9
政
令
指
定
都
市
の
小
中
学
校

6
2
6
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
事
前
指

導
と
し
て
過
去
問
の
指
導
等
の
実
施
が

7
割
と
あ
る
。
こ
の
指
導
は
学
力
を
正

し
く
把
握
す
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
子
供

の
た
め
に
も
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

昨
年
、
１０
月
K
Y
B
に
よ
る
免
震

装
置
疑
い
が
全
国
規
模
で
大
き
な

社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
新
庁
舎
に

4
基
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
免
震
装

置
の
ま
ま
で
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
り
き
る
こ
と
が
で
る
の
か
。
 

平
成
３１
年
度
予
算
編
成
は
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
事

業
の
必
要
性
・
優
先
度
や
費
用
対
効
果

を
十
分
検
証
し
た
上
で
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な

予
算
編
成
だ
っ
た
か
。
 

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

設
置
を
 

国
の
制
度
活
用
で
設
置
推
進
を
 

町
長
　
前
向
き
に
検
討
す
る
 

オ
リ
パ
ラ
教
育
の
 

推
進
状
況
と
今
後
の
計
画
 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
 

調
査
へ
の
対
応
 

死
亡
後
の
手
続
き
専
用
の
 

窓
口
の
開
設
を
 

教
職
員
、
町
職
員
の
ス
ト
レ
ス

ケ
ア
に
認
知
行
動
療
法
を
 

３１
年
度
予
算
編
成
と
課
題
を
 

町
長
　
中
長
期
的
な
視
点
で
 

前
車
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
 

教
育
長
　
積
極
的
な
取
り
組
み
を
 

庁
舎
瑕
疵
担
保
責
任
と
改
修
 

部
長
　
新
規
製
品
に
早
急
に
交
換
 

公
民
館
と
保
健
棟
の
屋
根
部
分
に

段
差
が
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
。
 

野
田
市
の
事
件
を
受
け
て
、
岐
南

の
学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
問

題
を
父
兄
等
と
話
し
合
い
を
す
る
な
か

で
、
い
じ
め
が
認
め
ら
れ
た
場
合
や
疑

わ
し
い
時
、
い
じ
め
防
止
法
２２
条
に
基

づ
い
て
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
保
護
し
、

児
童
・
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た
積
極
的

な
対
応
を
行
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
か

ど
う
か
。
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  
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黒瀨 泰孝 議員 櫻井 　明 議員 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
平
成
３２
年

度
に
都
市
計
画
決
定
、
平
成
３３
年

度
に
用
地
取
得
、
平
成
３４
年
度
・
３５
年

度
に
建
設
事
業
者
選
定
、
平
成
３６
年
度

に
建
設
着
工
、
平
成
４０
年
度
に
供
用
開

始
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
の
４
案
の
処
理
方
法
、
建
設
費

用
等
は
建
設
事
業
者
の
選
定
時
に
決
定

し
ま
す
。
ま
た
、
旧
ご
み
処
理
施
設
は
、

平
成
３２
年
度
中
の
解
体
撤
去
目
標
で
進

め
て
い
ま
す
。
次
期
ご
み
処
理
施
設
は

最
重
要
課
題
で
あ
り
早
期
の
施
設
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
４０
年
度
の
施
設
供
用
開
始
ま
で
、

三
重
県
及
び
長
野
県
の
民
間
ご
み
処
理

施
設
委
託
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。
 

　
「
岐
南
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
で
の
運
搬
処
理
費
は
、
積
替
施
設

の
建
設
維
持
管
理
費
と
合
算
し
、
今
後

７
年
間
で
約
２８
億
７
千
万
円
に
な
り
、

平
成
３１
年
度
か
ら
３７
年
度
ま
で
毎
年
約

４
億
１
千
万
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

　
平
成
３８
年
・
３９
年
の
２
年
間
は
、
積

替
施
設
の
建
設
費
用
償
還
の
終
了
に
よ

る
負
担
軽
減
で
、
年
間
約
３
億
８
千
万

円
で
す
。
９
年
間
の
総
費
用
は
、
約
３６

億
３
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ご
み
減
量
、
事
業
系
一
般
廃

棄
物
の
処
理
手
数
料
の
有
料
化
で
コ
ス

ト
削
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
生
ご
み
乾
燥
機
の
モ
ニ
タ
ー

事
業
を
平
成
３１
年
度
も
実
施
予
定
で
、

平
成
３２
年
度
以
降
は
、
新
た
な
施
策
の

検
討
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
昭
和
４３
年
の
「
カ
ネ
ミ
油

症
（
ゆ
し
ょ
う
）
事
件
」
で
、
そ
の
毒

性
が
社
会
問
題
化
し
、
製
造
お
よ
び
輸

入
が
禁
止
さ
れ
、
国
は
平
成
３９
年
３
月

迄
の
処
理
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
の
現
況
と
計
画
に
つ
い

て
、
町
は
高
圧
コ
ン
デ
ン
サ
１
基
、
蛍

光
灯
用
安
定
器
４２
基
、
変
圧
器
６
基
と

油
入
遮
断
器
１
基
、
コ
ン
デ
ン
サ
２
基

を
そ
れ
ぞ
れ
厳
重
管
理
の
も
と
で
保
管

し
て
お
り
、
無
害
化
処
理
認
定
施
設
で

の
適
正
な
処
理
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
後
、
検
討
と
検
証

を
重
ね
改
正
の
評
価
を
し
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
被
保
険
者
数
は
、
団

塊
の
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
推
移
や
就
業
構
造
の
変
化
に
よ

り
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
医
療
費
総

額
は
減
少
し
ま
す
が
高
度
医
療
の
発
展

等
で
個
別
医
療
費
は
増
加
す
る
為
、
被

保
険
者
の
減
少
幅
に
比
べ
て
、
医
療
費

の
減
少
は
小
さ
い
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
慢
性
腎
不
全
（
透
析

あ
り
）
、
重
症
化
し
た
生
活
習
慣

病
で
あ
る
脳
出
血
、
心
筋
梗
塞
と
い
っ

た
疾
病
が
あ
り
ま
す
。
 

　
保
険
料
低
減
化
に
向
け
て
、
来
年
度

よ
り
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
業
務
、

未
受
診
者
へ
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務

を
行
い
、
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
に

つ
な
げ
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
よ

り
多
く
の
公
費
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
努

め
ま
す
。
 

　
収
納
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
悪
質
滞

納
者
へ
の
差
押
え
等
の
継
続
と
社
会
保

険
等
へ
の
変
更
に
よ
る
資
格
喪
失
の
把

握
及
び
適
用
に
力
を
い
れ
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改

革
は
、
構
造
的
な
課
題
、
例
え
ば
、

財
政
運
営
が
不
安
定
に
な
る
リ
ス
ク
の

高
い
町
村
に
は
、
小
規
模
保
険
者
が
多

い
こ
と
、
被
保
険
者
全
体
の
所
得
水
準

が
低
く
保
険
税
負
担
が
大
き
い
こ
と
、

年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
水
準
が
高
い

こ
と
な
ど
の
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
年
度
に
お
い

て
保
険
税
の
値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
ど
、
当
町
の
国
民
健
康
保
険
財
政

は
引
き
続
き
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す

の
で
、
新
た
な
保
険
者
と
な
っ
た
県
と

と
も
に
、
国
に
対
し
て
財
政
基
盤
の
更

な
る
強
化
支
援
を
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
岐
阜
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
に
お
い
て
も
、
将
来
的
な

保
険
料
水
準
の
県
内
統
一
化
を
目
指
す

と
し
て
お
り
、
当
町
と
し
て
は
、
町
単

独
で
独
自
の
減
免
を
設
け
る
こ
と
は
そ

の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は

様
々
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子

供
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
 

　
ま
た
、
県
と
県
内
市
町
村
と
と
も
に
、

国
に
対
し
て
支
援
強
化
を
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
年
度
当
初
に
周
知
を
図

り
、
計
画
的
に
休
日
を
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
家
庭
で
計
画
し
て
い
た
だ
き
、
家

族
の
触
れ
合
い
の
機
会
が
充
実
す
る
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ご
事
情
で

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
生
活
す
る
児
童

に
つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
も
何
ら
か
の

支
援
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
も
実
施
し
、
よ
り
よ
い
休
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
家
庭
の
絆
が
深
ま
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
本
年
度
児
童
だ
け
で
参

加
で
き
る
事
業
は
、
岐
南
町
で
は

１７
種
目
で
す
。
し
か
し
、
本
来
の
目
的

は
「
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
の
確
保
」
に
あ
り
ま
す
。
趣
旨

を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
教
育
委
員

会
と
し
ま
し
て
も
、
休
め
な
い
ご
家
庭

の
お
子
様
に
は
、
一
人
で
も
参
加
で
き
、

地
域
の
方
々
や
学
校
の
先
生
方
と
の
触

れ
合
い
の
機
会
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
世

話
に
な
る
児
童
に
対
し
て
、
学
習
や
運

動
面
で
の
支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
何
を
お
い
て
も
、
年
度

は
じ
め
に
き
ち
ん
と
ご
案
内
を
し
、

年
間
を
通
し
て
計
画
的
に
仕
事
を
休
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
、
商
工
会
に
つ
い
て

も
、
依
頼
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

泣かない為に、検診は必ず受けましょう 
羽島郡健康ウォーク 

親子で楽しくバランスボール!!

国
保
料
低
減
化
対
策
の
為
、
特
に

注
視
す
べ
き
疾
病
は
な
に
か
。
ま

た
、
当
町
の
喫
緊
課
題
は
県
下
6
番
目

の
高
額
保
険
料
４１
番
目
と
収
納
率
。
改

善
策
は
。
 

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
と
 

P
C
B
処
理
 

進
捗
状
況
と
そ
の
経
費
は
 

部
長
　
計
画
通
り
・
約
３７
億
円
 

健
全
な
国
保
運
営
継
続
施
策
は
 

部
長
　
公
費
交
付
の
施
策
を
行
う
 

国
民
健
康
保
険
税
 

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
と
は
 

町
長
　
国
に
財
政
基
盤
の
更
な
る
強
化
を
 

有
意
義
な
キ
ッ
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
を
 

教
育
長
　
家
族
の
触
合
い
の
機
会
の
充
実
 

キ
ッ
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
 

今
後
の
国
保
の
推
移
を
ど
の
様
に

お
考
え
か
。
 

町
単
独
か
ら
県
へ
の
運
営
主
体
変

更
は
ど
の
様
な
変
化
を
生
ん
だ
か
。
 

親
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
は
。
 

子
ど
も
だ
け
で
参
加
で
き
る
行
事
は
。
 

町
内
企
業
に
対
し
て
商
工
会
を
通

じ
て
「
キ
ッ
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
」
の

休
暇
取
得
協
力
の
働
き
か
け
は
。
 

子
育
て
支
援
と
い
う
立
場
か
ら
子

供
の
均
等
割
に
つ
い
て
町
長
の
見

解
は
。
 

全
国
知
事
会
で
の
「
1
兆
円
の
公

費
投
入
」
と
の
訴
え
に
つ
い
て
町

長
の
見
解
は
。
 

羽
島
市
福
寿
町
平
方
の
土
地
区
画

整
理
地
内
に
計
画
し
て
い
る
岐
阜
・

羽
島
・
笠
松
・
岐
南
の
2
市
2
町
共
同

施
設
新
設
事
業
の
進
捗
状
況
と
完
成
ま

で
の
総
費
用
、
P
C
B
（
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
）
処
理
は
。
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黒瀨 泰孝 議員 櫻井 　明 議員 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
平
成
３２
年

度
に
都
市
計
画
決
定
、
平
成
３３
年

度
に
用
地
取
得
、
平
成
３４
年
度
・
３５
年

度
に
建
設
事
業
者
選
定
、
平
成
３６
年
度

に
建
設
着
工
、
平
成
４０
年
度
に
供
用
開

始
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
の
４
案
の
処
理
方
法
、
建
設
費

用
等
は
建
設
事
業
者
の
選
定
時
に
決
定

し
ま
す
。
ま
た
、
旧
ご
み
処
理
施
設
は
、

平
成
３２
年
度
中
の
解
体
撤
去
目
標
で
進

め
て
い
ま
す
。
次
期
ご
み
処
理
施
設
は

最
重
要
課
題
で
あ
り
早
期
の
施
設
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
４０
年
度
の
施
設
供
用
開
始
ま
で
、

三
重
県
及
び
長
野
県
の
民
間
ご
み
処
理

施
設
委
託
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。
 

　
「
岐
南
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
で
の
運
搬
処
理
費
は
、
積
替
施
設

の
建
設
維
持
管
理
費
と
合
算
し
、
今
後

７
年
間
で
約
２８
億
７
千
万
円
に
な
り
、

平
成
３１
年
度
か
ら
３７
年
度
ま
で
毎
年
約

４
億
１
千
万
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

　
平
成
３８
年
・
３９
年
の
２
年
間
は
、
積

替
施
設
の
建
設
費
用
償
還
の
終
了
に
よ

る
負
担
軽
減
で
、
年
間
約
３
億
８
千
万

円
で
す
。
９
年
間
の
総
費
用
は
、
約
３６

億
３
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ご
み
減
量
、
事
業
系
一
般
廃

棄
物
の
処
理
手
数
料
の
有
料
化
で
コ
ス

ト
削
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
生
ご
み
乾
燥
機
の
モ
ニ
タ
ー

事
業
を
平
成
３１
年
度
も
実
施
予
定
で
、

平
成
３２
年
度
以
降
は
、
新
た
な
施
策
の

検
討
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
昭
和
４３
年
の
「
カ
ネ
ミ
油

症
（
ゆ
し
ょ
う
）
事
件
」
で
、
そ
の
毒

性
が
社
会
問
題
化
し
、
製
造
お
よ
び
輸

入
が
禁
止
さ
れ
、
国
は
平
成
３９
年
３
月

迄
の
処
理
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
の
現
況
と
計
画
に
つ
い

て
、
町
は
高
圧
コ
ン
デ
ン
サ
１
基
、
蛍

光
灯
用
安
定
器
４２
基
、
変
圧
器
６
基
と

油
入
遮
断
器
１
基
、
コ
ン
デ
ン
サ
２
基

を
そ
れ
ぞ
れ
厳
重
管
理
の
も
と
で
保
管

し
て
お
り
、
無
害
化
処
理
認
定
施
設
で

の
適
正
な
処
理
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
今
後
、
検
討
と
検
証

を
重
ね
改
正
の
評
価
を
し
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
被
保
険
者
数
は
、
団

塊
の
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
推
移
や
就
業
構
造
の
変
化
に
よ

り
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
医
療
費
総

額
は
減
少
し
ま
す
が
高
度
医
療
の
発
展

等
で
個
別
医
療
費
は
増
加
す
る
為
、
被

保
険
者
の
減
少
幅
に
比
べ
て
、
医
療
費

の
減
少
は
小
さ
い
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
慢
性
腎
不
全
（
透
析

あ
り
）
、
重
症
化
し
た
生
活
習
慣

病
で
あ
る
脳
出
血
、
心
筋
梗
塞
と
い
っ

た
疾
病
が
あ
り
ま
す
。
 

　
保
険
料
低
減
化
に
向
け
て
、
来
年
度

よ
り
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
業
務
、

未
受
診
者
へ
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務

を
行
い
、
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
に

つ
な
げ
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
よ

り
多
く
の
公
費
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
努

め
ま
す
。
 

　
収
納
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
悪
質
滞

納
者
へ
の
差
押
え
等
の
継
続
と
社
会
保

険
等
へ
の
変
更
に
よ
る
資
格
喪
失
の
把

握
及
び
適
用
に
力
を
い
れ
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改

革
は
、
構
造
的
な
課
題
、
例
え
ば
、

財
政
運
営
が
不
安
定
に
な
る
リ
ス
ク
の

高
い
町
村
に
は
、
小
規
模
保
険
者
が
多

い
こ
と
、
被
保
険
者
全
体
の
所
得
水
準

が
低
く
保
険
税
負
担
が
大
き
い
こ
と
、

年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
水
準
が
高
い

こ
と
な
ど
の
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
年
度
に
お
い

て
保
険
税
の
値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
ど
、
当
町
の
国
民
健
康
保
険
財
政

は
引
き
続
き
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す

の
で
、
新
た
な
保
険
者
と
な
っ
た
県
と

と
も
に
、
国
に
対
し
て
財
政
基
盤
の
更

な
る
強
化
支
援
を
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
岐
阜
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
に
お
い
て
も
、
将
来
的
な

保
険
料
水
準
の
県
内
統
一
化
を
目
指
す

と
し
て
お
り
、
当
町
と
し
て
は
、
町
単

独
で
独
自
の
減
免
を
設
け
る
こ
と
は
そ

の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は

様
々
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子

供
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
 

　
ま
た
、
県
と
県
内
市
町
村
と
と
も
に
、

国
に
対
し
て
支
援
強
化
を
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
年
度
当
初
に
周
知
を
図

り
、
計
画
的
に
休
日
を
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
家
庭
で
計
画
し
て
い
た
だ
き
、
家

族
の
触
れ
合
い
の
機
会
が
充
実
す
る
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ご
事
情
で

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
生
活
す
る
児
童

に
つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
も
何
ら
か
の

支
援
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
も
実
施
し
、
よ
り
よ
い
休
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
家
庭
の
絆
が
深
ま
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
本
年
度
児
童
だ
け
で
参

加
で
き
る
事
業
は
、
岐
南
町
で
は

１７
種
目
で
す
。
し
か
し
、
本
来
の
目
的

は
「
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
の
確
保
」
に
あ
り
ま
す
。
趣
旨

を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
教
育
委
員

会
と
し
ま
し
て
も
、
休
め
な
い
ご
家
庭

の
お
子
様
に
は
、
一
人
で
も
参
加
で
き
、

地
域
の
方
々
や
学
校
の
先
生
方
と
の
触

れ
合
い
の
機
会
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
世

話
に
な
る
児
童
に
対
し
て
、
学
習
や
運

動
面
で
の
支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
何
を
お
い
て
も
、
年
度

は
じ
め
に
き
ち
ん
と
ご
案
内
を
し
、

年
間
を
通
し
て
計
画
的
に
仕
事
を
休
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
、
商
工
会
に
つ
い
て

も
、
依
頼
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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国
保
料
低
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対
策
の
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、
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に

注
視
す
べ
き
疾
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は
な
に
か
。
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た
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当
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喫
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課
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は
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下
6
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目

の
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と
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。
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を
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の
触
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の
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会
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実
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今
後
の
国
保
の
推
移
を
ど
の
様
に

お
考
え
か
。
 

町
単
独
か
ら
県
へ
の
運
営
主
体
変

更
は
ど
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な
変
化
を
生
ん
だ
か
。
 

親
へ
の
ア
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ケ
ー
ト
実
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は
。
 

子
ど
も
だ
け
で
参
加
で
き
る
行
事
は
。
 

町
内
企
業
に
対
し
て
商
工
会
を
通

じ
て
「
キ
ッ
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
」
の

休
暇
取
得
協
力
の
働
き
か
け
は
。
 

子
育
て
支
援
と
い
う
立
場
か
ら
子

供
の
均
等
割
に
つ
い
て
町
長
の
見

解
は
。
 

全
国
知
事
会
で
の
「
1
兆
円
の
公
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投
入
」
と
の
訴
え
に
つ
い
て
町

長
の
見
解
は
。
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島
市
福
寿
町
平
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の
土
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画

整
理
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内
に
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し
て
い
る
岐
阜
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の
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2
町
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設
新
設
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業
の
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と
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成
ま

で
の
総
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、
P
C
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ポ
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「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 
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今年度の自治会長の皆様に撮影のご協力をいただきました（4/11） 

今回のピックアップ 
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議会改革に取り組んでいます！ 
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委
員
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後
藤
　
友
紀 

副
委
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長
　
加
藤
　
雅
浩 

委
　
員
　
　
大
塚
　
雅
司 

委
　
員
　
　
伊
藤
　
勝
利 

委
　
員
　
　
木
下
美
津
子 

○
木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
事
務
 

組
合
議
会
定
例
会
 

○
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
 

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
評
議
員
会
 

○
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
運
営
協
議
会
 

○
羽
島
郡
広
域
連
合
議
会
定
例
会
 

○
議
会
運
営
委
員
会
 

○
全
員
協
議
会
 

○
地
域
農
業
再
生
協
議
会
通
常
総
会
 

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
 

  ○
第
１
回
議
会
定
例
会（
３
月
１
日
〜
２２
日
） 

○
岐
南
さ
く
ら
認
定
子
ど
も
園
 

け
や
き
の
杜
内
覧
会
 

○
岐
南
町
社
会
福
祉
大
会
 

○
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
 

○
総
務
常
任
委
員
会
 

○
民
生
建
設
常
任
委
員
会
 

○
予
算
特
別
委
員
会
 

○
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
 

○
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
議
会
定
例
会
 

○
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
 

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
 

臨
時
総
会
・
評
議
員
会
 

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
 

  ○
教
職
員
の
服
務
宣
誓
式
 

○
岐
阜
基
地
観
桜
会
 

○
消
防
団
入
団
式
 

○
文
化
協
会
総
会
 

○
羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
 

第
3
4
号
 

令
和
元
年
6
月
1
日
 

発
行
／
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県
羽
島
郡
岐
南
町
議
会
 

編
集
／
議
会
だ
よ
り
広
報
特
別
委
員
会
 

印
刷
／
株
式
会
社
イ
ナ
バ
印
刷
社
 

〒
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表紙の題字 

「　　」は 
北小学校6年 

岡田 紗良 さんの 
作品です 

今回表紙に使用しました 

新元号「令和」は 
渡邉 憲司 議長に 
筆をふるっていただきま
した！ 

■
議
会
改
革
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
住
民
と
議
会
が
繋
が
る
為
の
、
唯
一
の
媒
体
で
あ
る

「
議
会
だ
よ
り
」
の
在
り
方
も
、
改
革
の
一
部
と
し
て
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

伝
え
る
を
超
え
、
伝
わ
る
議
会
を
目
指
し
、
広
報
委
員
会
が

一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。
　
　
　
　
（
後
藤
） 

■
統
一
地
方
選
挙
が
終
わ
り
、
投
票
率
が
全
国
的
に
軒
並
み

悪
化
し
て
い
る
。
政
治
へ
の
無
関
心
が
そ
の
原
因
で
あ
る
が
、

無
関
心
で
あ
る
こ
と
の
一
因
に
、
議
会
で
の
活
動
が
住
民
に

正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
議
会
だ
よ
り
は
議

会
の
情
報
を
伝
え
る
一
つ
の
手
段
。
よ
り
わ
か
り
や
す
く
よ

り
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
　
（
加
藤
） 

■
自
治
体
に
お
い
て
は
、
議
員
の
な
り
手
不
足
と
と
も
に
、

政
治
へ
の
参
加
意
識
の
低
下
が
こ
れ
ま
で
の
「
問
題
」
か
ら

こ
れ
か
ら
の
「
課
題
」
と
し
て
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
に
議
会
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
町
民
と
の
対
話
、
資
質
向
上
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
） 

■
ど
れ
だ
け
多
く
の
情
報
を
知
り
得
た
と
し
て
も
、そ
れ
が
何
の

考
え
も
な
し
に
受
入
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、か
え
っ
て
有
害
無
益
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。何
事
も
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
な
く
、色
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
て
、そ
れ
が
、信
じ
る
に
足
る
も
の
か
判
断
し
、

自
分
の
も
の
に
す
る
心
が
け
が
大
切
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
） 

■
最
近
、
昨
年
発
行
の
『
広
辞
苑
』
で
言
葉
を
引
い
た
。
一

つ
は
「
定
活
」
定
年
後
へ
の
準
備
を
指
す
言
葉
。
一
つ
は
「
終

活
」
人
生
の
終
末
に
向
け
て
の
準
備
を
意
味
す
る
言
葉
。
共

に
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
だ
一
般
的
に
使
用
が
見
ら
れ
な

い
の
か
…
で
も
時
流
を
読
む
こ
と
も
大
切
な
事
と
思
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
下
） 

新元号制定！ 新元号制定！ 

新しい体制がスタートしました！！ 新しい体制がスタートしました！！ 

おか だ ら さ 

ねぎっちょとねぎっちょフレンズの黒柳さん 
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